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平成2年度
芸誌車副大学入学式の挙行；Ill
平成 2 年 度富 山 大学 入学 式 が ， 平 成 2 年 4 月1 0 月
（ 火 ） 午前1 0時30分 か ら富山 市 公 会 堂 に お い て挙行 さ
れ ま し た 。
式 で は ， 大井学 長 か ら ， 学 部 入学 生 1 ,498名 ， 専攻 科
入学 生 5名 ， 大学院 入学 生11 0名 ， 合 計1 , 61 3名 に 対 し ，
入学 許可宣言 が あっ た 後、学 長告辞で， 「 新入 生 は ，
明確 な 目 的意識を持っ て 受験勉強 の た め に で き な かっ
た 多 様 な視点 に 立っ た学 問 の探求 や 人間形成 に ， 全 力
を傾注すべ きで あ る 。 ま た ， 独 立 し た 人 間 と し て 自 分
に 責 任 を 負 う 新 し い 価値 観， 倫理観を持っ た 社会 人 と
し て の基盤 を確立 し ， さ ら に ， わ が国 の歴 史 ， 文 化 ，
社会 を 改 め て問 い 直 し ， 異文化 と の交流を理解 し て 国
際化時代 に 対 応 し てほ し い 。 」 と こ れ か ら の学 園 生 活
の心構 え など につ い て諭 さ れ ま し た 。
こ れ に 対 し ， 人文学部語学 文学 科 米 原珠季 さ ん が
新入生 を 代表 し て、 「在学 中 は学則 を守 り 、 自己 の 研
鎖 に 努 め る と と も に ， 国際化時代 に あっ て ， し な や か
な 国際感 覚 を身 につ け た 人聞 に な り た い 。 」 と 力強 く
宣誓 し ま し た 。
閉 式 の 後 ， 本学合唱団， ギターマ ンドリ ンクラブ 及
びフ ィル ハ ー モニ ー 管弦楽団 が ， 新 入 生 を歓迎 す る
「富山 大学歌 」 な ど の合唱 や エルガ一作曲 「威風 堂々」
など の演奏 を 行 い ， 式 に華 を添え ま し た 。
引 き 続 き ， 同 会場 で教養部オリ エ ンテ ー ショ ン など
新入生 に 対 す るオリ エ ンテ ー シ ョ ン が行 わ れ， 大学 生
活 の 第一歩 を踏 み 出 し ま し た 。
真剣な表情で学長告辞に聴き入 る新入生
i学長告辞（全文）
ただ い ま ， 入学 を 許可 さ れ ま し た1 , 61 3名 に のぼ る
皆 さ ん は ， 本学 の 各学 部， 大学 院及 び専攻 科へ め で た
く 入学 さ れ た 方々 で あ り， 本学 の教職員一同， 心 か ら
祝福 す る と と も に歓迎 の 意 を 表 し ま す 。 難闘 を突破 し
て めで た く 入学 さ れ た諸君 や 御 家族 の 方々 の お 喜 び は
さぞ か し と思 い ま す 。 選 ば れ た 者 の 幸せ と誇 り を 自 覚
す る と と も に ， 本 日 の感激 を忘 れ る こ と な く ， こ れ か
ら 4 年 間 の 充実 し た晦 い の な い 大学 生活 を 送っ てほ し
い と思 い ま す 。
新入生 を代表 して宣誓する 人文学部米原珠季さん
さ て ， 戦 後新制大学 が発足 し て 40年 を 経過 し ま し た
が， 現在， 大学 進学 率 は36% を超え， こ の 40年 間 に 高
学歴 化 が大 き く 進展 し ま し た 。 特 に ， 近 年急速 に学歴
が持つ効 用 ， 価値へ の信仰 が 高 まっ て き た背景 に は ，
産業構 造 や 社会 シ ス テ ム の急速 な 変化 に 対 し て， 「 こ
の ま ま 社会 に 出 る の は 不安だ か ら 」 と か 「学歴 が な い
と 将来困 り そ う だ か ら」 と い う 気持 ち が あ る と思 わ れ
ま す。 さ ら に， 企業 の終身雇用 制 や 年功 序列主義 が揺
らぎ始 め て い る こ と に対す る 不安や経済的余裕 も 手伝っ
て， 家族 の 方々 が こ れ ま で以上 に大学 進学へ駆 り た て
て い る ので は なL、 か と思 わ れ ま す 。 特 に ， こ こ 数年 来
顕著 な 現象 と し て ， 女 子 の 大学 進学 率 が高 く な り ， 短
大 を含 め た 大学 生 の う ち 4 人 に 1 人 は女子大生であ り ，
4 年制大学 に 通 う 女子学 生 が急速 に増え て い ま す 。 男
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女雇用 機会均 等法 に よ り 女子の 社会 進 出 を促進す る と
と も に， 情報化社会の 到 来 が女子の 職場を非常 に拡 大
し て い ま す 。 女子の 能力の 活用 が， 今後の産 業 ・ 経済
社会の 発展 に 欠 か せ な い 要因 と思 わ れ ま す 。
一方， 高学歴 化の 最大の 受益者 は， 国 や社会で あ り、
わ が国の 経済 規模 ， 産業規模 が大型化 し ． 構造 が 多 様
化 し ， 国家社会の活動分野が高範囲 に な れ ば， い ろ い
ろ な 分野での 多数の 人材 が必要 で す 。 高学歴 化 は労働
新入生歓迎のオーケストラ演奏をする本学フィルハーモニー管弦楽団
力の質を高め る ばか り で な く 、 有効需 要を膨 ら ま せ ， さ
ら に社会の安定に も 大 き く 貢献 し て い る わ け で あ り ま す。
学歴社会の弊害が叫 ばれて い て も ， 18才人口の 大学教育
の重 要性 は変わ ら な い ばか り か， 生涯 学習 社会への 入口
と し て 自 主的学習の必要性を体得 さ せ る う え で も ， 大 き
な役割 を果 す もの と 確信 し て い ま す。
し か し な が ら， 高学歴 化が進展 す る な か で， 近年大学
の大衆化 と と も に， 学生の質の低下や大学の レ ジャ ー ラ
ン ド 化が社会の批判 を浴びて い ま す。 現代の 高等教育 が
直面 し て い る問題の一面 は， 一方で は 科学技術文明の急
速 な展 開 に伴 う 高度の専門性の要求に対 し て， 他方で は，
い わ ゆ る 大学の大衆化， 学生層の増 大 と その 質の 多極 化
への対応と い う， 現実に は， 矛盾 し た 要素 を含ん で い る
こ と で あ り ま す。 この矛盾 を な く す こ と は ， 一朝一夕 に
は ま い り ま せん が， 大学の研究 ・ 教育の 改革 ， 活性化の
た め不断の努力を重ね て ま い る 所存 で あ り ま す 。 諸君 も
大 い に奮起 し て く だ さ い 。
大学教育 は，本来， 個々の学生がそ れぞ れ 目 的 と す る 専
門知識を習 得 し， さ ら に， 自己の人格 を完成 し た い と 願
う本質的 な学習意欲 に応え， こ れを助 け る もの で な く て
は な り ま せん 。 し か し な が ら， 最近の学生諸君の 中 に は，
自 分で考え， 行動 し， 学習 に取 り 組む積極 性 に 欠け る 人
がいて， 高等学校 ま での 路線 を継続 し て ， 教え ら れ る だ
け で満足 す る 受 け身の勉強 に終始す る傾向 が強 いの は ，
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残念 に思 い ま す 。 こ れ は， 大学 に 入 る こ と だ け を 目 的
に し た激 し い受験競争 に疲 れ て 活 力 が減 退 す る 一方，
繁栄 と安定の 中 で， 経済的豊 か さ に馴 れ て， 環境 変 化
に対す る耐性の 欠之 や 家庭 や 学校 に お け る 過 保護 や干
渉 に よ る 自 立の遅 れ な ど若者の聞 に疲労感 や無気力感
が広 が っ て い る か ら だ と思 い ま す 。 同 じ 世代の う ち，
4害IJ に 満 た な い諸君 だ け が 4 年 間の 大学生 活 を 過 ご せ
る こ との 有 り 難 さ を 改 め て 認識 し ， 「何 と な く 過 ご す」
に は あ ま り に も貴重 な 学生 時 代 を ， 明 確 な 目 的意 識 を
持 っ て ， 受験勉強 で は や れ な か っ た 多 様 な視 点 に立 っ
た学問の探求 や 人 間形成 に 全 力 を傾注 し てほ し い と思
い ま す 。
明 日 か ら 始 ま る富 山大学 に お け る諸君の 勉学 に お い
て， こ れ か ら l 年半の 教養課程を如何 に 有 意義 に ， 実
り 多 い履 修 に終 わ ら せ る か が差 し 当 た っ ての諸君 と 教
官 との 共 同作 業の 最 大の 目標で あ り ま す 。 この 間 ， 諸
君 は ， 学問 を通 じ て 広 い知識を身 に つ け る と と も に ，
もの を見 る 目 や 自 主的， 総合 的 に 考え る 力 を養 っ て，
幅 広 い 良識 を 持 っ た ， そ し て， 独 立 し た 人間 と し て 自
分 に責 任 を 負 う よ う な， 新 し い 価値 観， 倫理観 を 持つ
, ～ 州
新入生の受付も担当者の工夫で混乱なくスムーズに行われた
た社会人 と し ての基盤 を確立 し な け れば な り ま せん。 特
に， 戦後 教育に欠落 し て い る と いわ れ る わ が国の歴 史，
文化， 社会 な ど に つ い て改 め て問 い直 し， 国際化時代に
対応 し て異文化 との交流 に深 い理解を示す た め に も ， 自
国の ア イ デ ン テ ィ テ ィ ー を明確にすべ き だ と思 い ま す 。
ま た， 諸君の 中 に は， 受験勉強 に と り つ か れ て ， 中学，
高校時代に果 し て お く べ き 精 神発達段階の 課題 を残 し て
い る 人 も少 な く な い と思 い ま す。 活発 な 課外活動 を 通 じ
て， 体を鍛え， 心を聞 き 先輩 や同輩 との交流 に よ っ て 多
くの 人間関係を作 り ， 自己の人格 形成 に 努 め てほ し い と
思 い ま す。 心身 と も に充実 し た教養課程を終え て， 全 員
揃 っ て専門へ 移行で き る こ と を期待 し て い ま す。
平成2年5 JJ先f r 品...... ザー
最 後 に な り ました が， 大 学院 や 専攻科へ進学 した諸
君は， そ れぞれ の専攻分野 に お い て研鎖 を積み， 各自
の個性 と 創造性 を 伸 ば し て ほ し い と 思います。与 え ら
れ た 選択肢の 中 か ら 答 え を 選 ぶ のは得意 かも知れませ
ん。 し か し ， 既製品 の答 え が あ る か ど う か わ か ら な い
応 用 問 題 だ と ， 果 し て ど う で しょ う か。研究 と な る と
応用 問 題 よ り も さ ら に 先 で あ り ます 。 研究 と は， 問題
報 tf,317り
そ のもの を 自 分で見つ け， 切 り 開 い て答 を 見っ け な け
れ ば な り ませ ん。 ど こ で 外へ出 ら れ る か わ か ら な い ト
ンネル を掘ってい く よ う な 孤独な仕事で あ り ます。高
度の専門職業人 と し て ， 恥ずか し く な い一層 の学識 と
広い視野 を 身 に つ け る こ と を期待 し ます。簡単で あ り
ます が， こ れ をもっ て お 祝 い の言葉 と い た します。
�ね之�
学 内 諸 報
�本：＝紅海�掌
L定年退職者の永年の労がねぎらわれる」
一一一 教官 7名 ， 事務系 7名一一一
平成元年 度 に 定年 （停年 ） 又は勧奨 に よ り 退職 さ れ 事 務 局 文部事務官 林 利治
た 方々 を 囲 ん で， 去 る 3 月 15 日 （木 ） 事 務 局 会 議室 に ，， 
お い て懇談会が開催 さ れ まし た 。 ，， 
懇談会では ， 学 長 か ら 退職 者一人一人 に記念品 が贈 人文学部
呈 さ れ， 引 き 続 き ， 学長か ら ， 永 年 に わ たっ て本 学 に ，， 
尽 く さ れたこ とへの労をねぎ ら う 挨拶 が あ り， 次 い で， 経済学部
退職 者を代表し て ， 楠瀬 勝 人 文 学 部 教授 か ら本 学 ノノ
の 発展 を祈念す る と と も に 永年勤続で き た こ と に 謝意 理学部
が述べ ら れま し た。 ノノ
記念撮影 の 後， 懇親パー テ ィ ー に 移 り ， 出席され た 工 学部
各部局長 ら と 終始和やか な 雰囲気のうちに懇談が行わ ，， 
れまし た。 ／／ 
な お ， 退職 さ れ た 方々は次 の と お り で す。 ／／ 
附属図書館
文部事務官
文 部 技 官
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L平成2年度入学試験合格者が発表される」
去 る 3 月 4 日 （ 日 ） . 5 日 （ 月 ） の両日 に 実施 さ れ た 平成
2 年度富山大学入学者選抜試験 の合 格者発表が， 3 月 20
日 （火 ） 午後 1時本学で行われまし た。
合格者2, 216名 （理学部物理学科 第 2 次募集を除 く 。 〉
の 内訳を み る と， 県内高等学校出身 者は844名 （男子391
名， 女子453名 ） で全体の38% で あ り ， 昨 年の36% を 2 ポ
イ ン ト 上回 り まし た。
ま た ， 理学部物理学科 では 定 員一部 留保第 2 次募集
（入学定員12名 ） が実施 さ れ， 3 月 31 日 （土） 正午本学で
合格発表が行 わ れ まし た。
選抜状況は 別表の と お り です。
な お， 一般 選抜合格者の入学手続は 3 月 24 日 （土 ） か
ら 3 月 27 日 （火〕 ま で行われ， 入学定員 に 満 た な かっ た
学科 ・課程につ い ては， 3 月 28 日 （水） か ら 追 加合 格 に
よ る欠 員補充が行 わ れ まし た 。
（別表）
寸員んー 部 学 科 （課程） 募集人員 志願者数
人 文 学 科 95 322( 2)  
人文学部 語 学 文 学 科 95 359( 5) 








程 100 412 
自養字成課収程 50 331 
教育学部 昌議幸ま肢子課
父歪 20 139 
； 員養確成課 劃主 30 234 
情 報 教 育課程 40 183 
計 240 1 299 
経済学科 144 797( 31 )  
昼間主 経営学科 124 823( 23) 
経済学部 コース 経営法判ヰ 102 912( 7) 





受験 者数 合格者数 備
欠 を含む 。 ）
289( 2) 33(0) 158( 1 )  
323( 4) 36( 1 )  159( 2 )  
612( 6 )  69(1 )  317( 3)  
391 21 200 
309 22 104 
127 12  26 
218 16 36 
173 10 61 
1 218 81 427 
7 1 1 (  30) 86( 1 )  236(16) 
746( 23) 77(0) 202( 12) 
819( 7)  93(0) 172( 3)  









物 理 学 科
化 み弓＂！： 科
理 学 部
生 物 学 科
地 球 科 学 科
計
工 業 化 学 科
金 属 工 学 科
機 械 工 学 科
工 学 部 生産機械工学科




























202( 7 6) 









56 5( 8) 
169( 6) 
36 2( 1 )  
580( 9) 




88( 37 ) 1 ( 1 )  21(18) 
57( 23) 0(0) 28( 12) 
56( 15) 0(0) 27( 1 1 )  
201( 75) 1 ( 1 )  76(41) 
2 ,477(135) 257(2) 686(72) 
277 43 88 
rn� 19 i� 下2段次募は第集。
133 17 66 
249( 1 )  17(0) 47( 1 )  
152 18 40 
1 , 166( 1 )  1 14(0)  299( 1 )  
354( 4) 52(0)  91 (  2)  
250( 3)  27(0)  64( 2)  
515( 8) 50(0)  63( 2)  
156( 6) 13(0) 50( 2)  
319( 1)  43(0) 7 3( 1) 
521( 9) 59(0 )  159( 6) 
2 , 1 15( 31) 244(0) 500( 15) 
( 173) (3) (91 ) 
7 588 765 2, 229 
（注） （ ） 内数字は ， 推薦 入学， 帰国子女 ・ 社会人特別選抜 に よ る 志願者数 ・ 受験 者数 ・ 欠 席者数 ・ 合格 者数を示し，
内数で あ るo
（期 間）







国連人間環境 会議が， 1972年 6 月 5 日 か ら 2週間 ス ト ッ ク ホjレ ム で開催 さ れ ， 人類 と そ の子孫の た め ，
人間環境 の 保全 と 改善 を 世界共通の 努力目標 とし ， そ の 実現の意思 を 表明 す る た め 「人間環境宣言」 が採
択 さ れ た。
こ の 会議で， 日本 代表は ， こ の 会議 を 記念し て 毎年 6 月 5 日 か ら の 1週 間 を 「世界環境週間」 と す るこ
と を 提唱し， これ を 受 け て「世界環境デー」 ( 6 月 5 日 ） が 定 め られ た。 世界 各 国 では ， こ の 日 に ， 環境
問 題 の重 要性 を認識 し ， 行動 の契機 と す る た め の諸 行事が行 わ れ て い る。
近 年 の 地 球環境 や生活環境 へ の 関心の急速 な 高 ま り に呼 応 し て， さ ら に環境 保全 に 努 め る 必要 が叫 ば
れ て い る 。
-7-
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L教育学部附属小学校体育館の改築成る」
狭陸 と 老朽化の た め 昨 年 8 月に改築着工 され て い た
教育学部附属小 学校体育館が ， 約 8ヶ 月の 工 期 を 経 て
完成し まし た 。
新 体育 館 は ， これ ま での もの よ り床面積が 385 rrf も
広 く ， 約 1. 6倍 と なり ， 天 井の 高 い 明 る い 体 育 館に 生
まれ変わり ま し た 。
去 る 3 月 16 日 （金 ） に 改築 なっ た 体育 館 で ， 県 内 小
学校の ト ップを切 っ て 平成元年度卒業式が挙行 さ れ ，
宗 校長か ら 卒業生一人一人に 卒業証書が授与 さ れ ま
しfこ 。
ま た ， 3 月 23 日 （金 ） に は新 体育 館落成式が 同 体 育
館で挙行 され ， 学長， 教育学部長， 附属小学 校 同窓会




－鉄筋コ ン ク リ ー ト 造
・ 体 育 館 980rrl 





平成 2 年 3 月
0 工 事 費
・ 建物工事費
・ 設 備 費
17, 819万円
2,5 60万円





石 黒 建設株 式会社
（電 気 ） 株式会社イ カ ダ電設
（ 給排水） 丸谷 工 業株 式 会 社
0 施設， 設備
1 . アリーナ 体育施設・設備（パスケット， バドミントン，
バレーボーlレ，鉄棒など）， ピアノ
2. ステージ 幕一式， ス ク リー ン ， 演 台（ 同窓会寄
付 ） ， 椅子収納 台車， 照 明燈
3. ミーティング室 音響調整機， 照明調整機，
テ ィ ング机
4 . 更衣室 男子用 ， 女子 用 ， 更衣ロッ カ ー
5 . 器具室 体育器具（跳 び箱， マッ ト ， 平均 台 ） ，
用具保管庫， フ ロ ア ー シ ー ト
6. 便 所 男子用 ， 女子用
7 . 玄関， ポーチ 壁 画（平成 2 年， 3 年に製作 予定）
8. 渡り廊下 壁画（ 6 年生 6 面製作完了， 平成 4 年，
5 年， 6 年に製作 予 定 ）
no 










多 数 の自動車 ・ オ ー ト パイ の走行 ・ 駐車 の た め に ，
本学構 内 は ， 学 問 ・ 教育の府 た る 大学 にふ さ わし い環
境 か ら はほど遠 い 状態 に あ り ま す 。
し か も ， 時 の経過 と と も に 状況 は悪化 の一途 を たど
り ， 建物周辺 の 道 路 の 大半 が駐車 に よ っ て塞 が れ， 歩
行者 は縫 う よ う に 用 心し て歩かねば な ら な く な っ て い
ま す 。
本 学 に お い て は ， こ の 事態 に 対処 す る た め ， 従来 か
らも， 構内交通対策委員会 等 の 検討 を 経 な が ら ， 自動
車 の 速度制限， 駐車禁止箇所 の 設定等 そ の実状 に 応 じ
た 種々 の措 置 を講 じ て き まし た。
し かし ， 残念 な が ら ， 事態の 進 展 は ， 到底問 題 の 解
決 を 図 れ な い 状 態 に至 っ て お り ま す 。
大学 として， 本来 あ るべ き ， 静 かで安全 な 教 育 ・ 研
究環境 を 回復 す る た め に実 効 あ る 抜本的対策 を， 一刻
も早 く 講 じ な け れば な ら な い段階 に ， 事態 は 立ち至 っ
て い ま す 。
こ の た め， 本学で は， 今 日まで 制定さ れ て い た「富
山大学構 内交通規制 に 関す る 暫定要項」（ 昭和53年 2
月 17 日 制定 ） を抜本的 に 見直し を行 い ， も っ て 構 内 の
交通 の 安全 を 確保し， 静穏 な 教育 ・ 研 究環境 を 回 復 す
べ く 新し い交通対策 の 要項 を 制定 い たし まし た 。
つ い て は， 現在 の 構 内 交通事情 と ， 交通規制 の趣 旨
を十分理解し て い た だ き 御協 力 を お 願 い い たし ま す 。
な お， 昭和53年 2月 17 日 制 定 の 暫定要項 と 今 回新 た
に制定 さ れ た 要項 と の 改正 内容を別表の比較対照 表で
お示し い たし まし た ので 御参照 く だ さ い。
-9 ー
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五福地区構内交通規制に関する暫定要項と実施要項の比較対照表
事 項 暫 定 要 項 実 施 要 項
0 入構規制 の実施の I (1）昭和53年 2 月 制定（暫定的規制） I ( 1 ） 平成 2 年 4 月 制定
概 要 に つ い て I (2） 構内駐車場に駐車し よ う と す る 者 は ， 事 I (2）構内 に自動車で入構し よ う と す る 者 は ，
前 に 「駐車登録」 の うえ， 「駐車許可証」 ｜ 事前 に 「入構登録」 の うえ， 「入構許可証」
の交付を受 け な け れば な ら な い 。 ｜ の交付を受 け な け れば な ら な い 。
(3） 駐車禁止区域等 に駐車しで は な ら なし、 。 I (3) （左記 に 同 じ ）
(4） 許可を受 け て い な い車， 駐車禁止区域等 I (4) （左記 に 同 じ ）
に駐車して い る 車両に対し 「注意書」 の貼
付を行 う 。
(5 ） 正門及び そ の他の門 に お いて， 「入構許
可証 」 の確認等の措置 を講ず る 。
0 入構 を 許可す る 条 I m 教職員 ｜ 通勤 に必要な者（ 1 km の範囲の I m 教職員ド自動車による 通勤手当 受給者
件・基準 に つ い て ｜ ｜ 居住 者を除 く 。 ） ｜ 1 ・ 身体の障害疾病等 によ り 自動車
｜ によらなければ通勤が困難な者
(2） 学 生 ｜ 通学に必要な者（ 1 km の範囲 の I (2l学 生ド学部 4 年生又は大学院生で， 実
｜ 居住 者を除 く 。 ） ｜ ｜ 験 ・ 研究のため必要である と指
導教官が認めた者で， かつ， 通




・ 身体の障害疾病等 によ り 自動車
」によらなければ通学が困難な者
(3) （左記 に 同 じ ）(3）福利厚生 施設（生 協） 職員
・ 教職員 に準ず る 。
(4) 用務を も っ て来学す る 者（業者） (4) （左記 に同 じ ）
0 不法駐車 に 対 す る I Ul警務員に よ る 違反車両に対す る「注意書」 I m 警務員及 び交通指導員（ 各学部及 び教養
指導方法 に つ いて ｜ の貼付 ｜ 部の教官各 2 名， 事務局， 学生部， 各学部，
教養部及 び附 属図書館の事務系職員各 2 名）
に よ り 違反車両 に対す る「注意書J の貼付
及び口頭注意等を行 う 。
0 入構許可書の種類 I (ll c 種類の明記なし） (1） 一 般入構許可書， 臨時入構許可書及び当
日入構許可書の 3種類
nu －－ 
平成2年5 月 発行 』4十 報 第317号
L富山大学トリチウム科学センターの廃止転換」
一一一ー 予算成立後「水素同位体機能研究センター」として新たに発足一一一
ト リ チウ ム 科学セ ン タ ー は， 10 年 の 時限 を 終 え て 平
成 2 年 3月 31 日 を も っ て廃止され た 。 同 セ ン タ ーは，
昭和55年 4 月 に 学 内 共同 研究施設 とし て設置 され ， 学
内 外 の 共同 利 用者の協 力 の も と に核融合炉 の燃料 とし
て注 目 され て い る ト リ チウ ム の 安 全 な 取扱 い 技 術 の 確
立 の た め の基礎 研 究 を 行 っ て き た 。
セ ン タ ー は ， これ ま で の研究成果 とし て① 実験 用 ト
リ チウ ム 除去装置 及 びグロ ープボ ッ ク ス 用 除去装 置 に
よ る ト リ チウ ム 除去 シ ス テ ム の確立②Zr系合金ゲ ッ タ ー
に よ る ト リ チウ ム の貯蔵・供給・回収 技 術 の 確立③ ト
リ チウ ム と核融合材料 と の 相互作 用 に 関 す る知見 の蓄
積④ 水素， 重水素 及 び ト リ チウ ム の混合 気体 中 か ら ト
リ チウ ム の み を分 離す る た め の 新し い 手 法 の 開 発⑤ 高
濃度 ト リ チウ ム を 計量・ 計測 す る た め の 新し い 機器 と
手 法 の 開発 な ど 多 く の優れ た 技 術 を 確立し ， 学外 の 研
新センターに生まれ変わ る トリチウム科学センター
究員， 科学研究費評価委 員 会， そ の 他か ら 高 い評 価 を
受 け て い る 。
セ ン タ ー廃止後 は， 平成 2 年度本予 算 の 成立及 び 国
立学校設置 法施行規則 の改正 を ま っ て ， 水素同 位 体 機
能研究セ ン タ ー （ 10 年 の 時 限付 き ） の設置 が 予 定され
て い る 。
な お ， ト リ チウ ム 科学セ ン タ ー は， 新セ ン タ ー設 置
ま で の 間， 学 内 共同利 用 施設 とし て， 存 続す る こ と に
な っ た 。
水 素同 位体機能研究セ ン タ ー は ， こ れ ま で の ト リ チ
ウ ム の研究実績 を も と に ， ト リ チウ ム を含む三 種 類 の
水素同 位体 に よ る同 位体効果 の 研究， 高濃度の ト リ チ
ウ ム を含む 水素同 位体 に お け る放射線 効果 の 研究 な ど
の水素同 位体 の機能性 に 関 す る 研究及 び水素の機能性
を発現し得 る材料 の 研 究開発が計画 され て い る 。
センターで開発されたトリチウムイオン照射装置
－A ’aよ
平成2 年5 月 発行 高崎ザー 報 第317号
L新たに6人の名誉教授が誕生」
本年 3月末 日 を も っ て退職され まし た次 の 6氏 に ， 平
成 2 年 4月 13 日 付 け で本学名誉 教授の称号 が授与され ，
昭和29 年 6 月京都大学助手 人文科学研究所 に採 用さ
れ ， 同 40 年 1月 富山大 学助教授文理学部， 同 49 年 4月
富山大 学教授文理学部 に昇 任， 同 52年 5月 富山大 学 文
理学部改組 に よ り ， 富山大 学教授人文学部 と なり ， 35
年 有余 の永 き に わ た り ， 日 本史 学 を 担当し ， 常 に厳正
な る 教育姿勢 の な か に も 終始懇篤 な 温情 を も っ て ， 学
生 の 教育 ・ 指導 に当 た り ， 多 数 の優秀 な る 教育者， 研
究者の育成 に貢献され まし た 。
こ の 間， 昭和51年 4月 か ら 同 60 年 5月 ま で の 9 年 間
本学評議員， ま た ， 同 58年 5月 か ら 2 期 4 年 間 人 文 学
部長 とし て本学の 管理運営 に参 画され ， 本学並 び に 人
文学部 の発展， 充実 に尽 力され まし た。 特 に ， 大 学院
人文科学研究科 （修士課程） の設置 に当 た り 心血 を 注
がれ た功績 は ， 多大 な る も の が あり まし た 。
昭和24年 1 1 月 富山大 学助手文理学部 に採 用され ， 同
33年 12月 富山大 学助教授文理学部， 同37 年 4月 富山大
学教授文理学部 に昇 任 ， 同 52年 5月 富山大学文理学部
改組 によ り 富山大 学教授理学部 と な り ， 40年 有余 の永
き に わ た り ， 化学 （ 天然 物化 学 ） を 担当され． 常 に厳
正 な る 教育姿勢の な か に も ， 終始懇篤 な 温情を も っ て
去 る 4月 26 日休）大井学長 か ら 称号記が伝達され まし た。





一方， 研究面で は， 日本 中 世 史 の 研 究 を 専門領域 と
され ， 厳密 な 史 料批判 に基づ く 学風 の 一端 は， 知 行 年
紀 制や 中 世魚村史 に 関 す る 論 考 に 示され て お り ， ま た，
織田政権下 の 分 国支配 に つ い て も 重要 な問題提起 をさ
れ て い ま す。 さ ら に ， 近 世後期 の実学・ 技術史 の 実証
的研究を通 じ て ， 日 本近 代化 の在村的基盤 につ い て，
新し い素材 と 従来 に な い清 新 な視 点を示され て い ます。
これ ら の研究成果 は， 『慶 応 3 年 「敦賀よ り京都 江之
糧道御 開 」 計画 と糧道筋測量』 など の 研 究論文 とし て
多数発表され て お り ， 斯界 か ら 高 く 評 価され て い ます。
ま た ， 富山 県文化財保護審議会会長， 富山 県 史・ 福
井 県 史を はじ め と す る 自治 体 史 の編纂委 員 など を歴 任
され ， 豊 富 な 学識を生 かし て 地域 の歴 史 学 の 発展 及 び
文化財保護 に指導 的役割 を果 たされ て い ます 。
名誉教 授
川 瀬 義 之
大阪帝 国大学理学部化学科卒業
理学博士
学生を 教育・指導され ， 多数 の優秀 な る 教育者・ 研 究
者 の 育 成 に 貢 献され ま し た。
こ の 間， 理学部化学科天然、 物化 学講座 の主 任教授と
し て， 理学部の整備・充実 に尽 力され まし た。
一方 ， 研究面 で は ， 菊 科． 豆 科， セ リ 科 等の植 物 に
存在す る 含酸素複素環 状化 合 物 の 合成的研究 に従事，
つ白1i 
平成2年5月発行 � ザー
皮膚病薬 ， 駆虫剤 ， 天然殺虫剤 ， 血圧降下， 老 化防
止， 促乳等 の生 理活性を有 す る 化合 物 も含む約 25 種 の
天然 物 の合 成 に 成功 され る と と も に それ ら の 化学構 造
と 関連 す る基本的 な構 造 を有 す る 化合 物 の 新合 成 法 や
改良合 成法 の 開発 等 に 成功 され まし た 。 これ ら の含酸
素複素環 状 の合 成品 の 中 に は， 種々 の 反応 や消炎 ， 酵
素阻害， 突然変異源作 用 等 の 生理 活性物質 も 多 数含 ま
昭和22年 10 月大阪大 学理学部能登臨海実験 所副 手 な
ど を 経て， 同 26年5 月 任文部教官大阪大 学産業 科 学 研
究所勤務， 同 28年 4 月大阪大学助手産業科学研 究 所 ，
同 35年 11月大阪大 学講師 産業科学研究所， 同 36年 1 月
富山大 学助教授文理学部， 同 43年 4 月 富山大 学 教 授 文
理学部 に昇 任 ， 同 52年 5 月 富山大 学文理学部改 組 に よ
り 富山大 学教授理学部 と な り ， 39年有余 の永 き に わ た
り ， 化学 （有 機化学） を 担当 され ， 常 に厳正 な る 教 育
姿勢 の なか に も ， 終始懇篤 な 温情 を も っ て， 学生 を 教
育 ・ 指導 さ れ ， 多 数 の優 秀 な る 教育者 ・ 技術者 ・ 研 究
者 の 育成 に 貢献 さ れ ま し た。
こ の 間， 昭和46年 6 月か ら同 48年 5 月 ま で の 2年 間
本学評議員 とし て 管理運営 に参 画 され， 本学並 び に 理
学部の発 展， 充 実 に尽 力 され まし た。
昭和22年 3 月 東京 工業大学助手 に採 用 され た 後 ， 昭
和30 年 10 月 富山大 学助教授工学部， 同 38年 6 月 富山大
教授工学部 に昇任 に な り ， 平成 2 年 3 月 31 日 限 り停 年
に よ り 退職 され ま し た 。 こ の 間， 本 学 に お い て 34年有
余 に わ た り 教 育 ・ 研 究 に 従 事 さ れ ， 工 業 技 術 者 ，
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れ て お り ， 抗エイ ズ， 骨 そしょ う 症 等 の薬 品へ の 活 用
も 期 待 され て い ま す 。
ま た ， 永 年， 日 本化学会， 有 機合成化学 協 会 ， 日 本
薬 学会 等 の 会 員 とし て ， さ ら に は ， 日 本化学会 の近 畿
支部幹事， 有 機合 成化学協会 の 理事 を務め られ ， 北陸
地域で の講演 会開催 に尽力 され る など ， 学 会 の発 展 や
地域社 会 の発 展 に尽 力 さ れ まし た。
名誉教 授
横 山 泰
北海道帝 国大 学農 学部農芸 化学科卒業
理学博士
一方， 研究面 で は ， ケ ト ン の過酸酸 化反応， プ レイ
ズ転位反応等 の有機化学反応の機構 に 関 す る も の と ，
紫 外ー可視 ， 赤外， 核磁気共鳴吸収 スペ ク ト Jレ に 及ぼ
す構 造， 及 び溶媒の効果 に 関 す る も の で， 前者 は ， 有
機化学反 応 の 機構 ， 特 に ， 転位反応並 び に反 応 に及ぼ
す置換基 の効果 の 解明 に大 き く 貢献 され た も の であ り ，
後者 は， 溶媒 と有 機化合 物 の 相互作 用 の基 本 的 な 機構
の解明 に寄与 され た も の と し て ， 国際的 に も高 く 評 価
され て い ま す 。
ま た ， 日 本化学会代議員， 同 学会賞候補 選考委 員，
有 機合 成協会評議員 を 務 め られ る など ， 学 会 の発 展 に
寄与 され まし た。
名誉教 授
三 上 房 男
東京 工業大学機械 工学科卒業
工学博士
教育研究者等 多 数 の 人材 育成 に 貢献 され まし た。
同氏 は ， 等角写像 を 利 用し た境界層 制 御 の基礎 的 な
解析 と そ の実験 的 な裏づ け並 び に空 気取 り 入れ口回 り
の解析， さ ら に ， ボル テ ッ ク スチュ ーブ に 関す る 研 究
を 行 われ まし た。 ま た， 電子計算機 の発達 に 伴 い ， 大
円。1i 
平成2年5 月発行 品....，，ザー
型計 算機が供 用され てか ら は， 主 とし て ， ダ クト 内 の
流れ の層流強 制対流熱伝 達 の 数値計 算 を 行 い ， 多 く の
成果 を あ げ られ まし た 。 こ の 間， 熱線風速計 の読 み と
り 誤差 の修 正 法 に 始 ま り ， 円 柱 と壁面 の干渉 の問題 を
も 実験 的 に 調べ て顕 著 な 成果 を あ げ る と と も に ， 低 レ
イ ノル ズ数で振動 を伴 う流れ で は， 慣 性力 を導 入 す る
方法を示唆し ， 潤滑問題 に も寄 与され まし た 。 こ れ ら
の研究成果 を「 平板 と す き ま を もっ並列 2 円 柱 ま わ り
の流れ 」 他29 編 の 論 文 とし て 発表され， 学 会 及 び 関 係
昭和38年 4 月 東北大 学電気通信研究所助手， ノルウェ
ー 工科大 学音響 研究所研究員， サ ザ ン プ ト ン大 学音響
振動研究所研究 員 を 経 て ， 昭和45年 4 月か ら 本 学 教 授
に昇 任 に な り ， 平成 2 年 4 月 1 日 付 けで、 岡山大 学へ配
置換 に な られ まし た 。
こ の 間， 本学 に お い て ， 20 年 の永 き に わ た り 教 育 ・
研究 に 従事し ， 工業技術者， 教育研究者等多数 の 人材
育成 に貢献され まし た 。
同氏 は ， 液晶音響 特性 の研究， ア コ ー ス テ ィ ッ ク エ
ミ ッ シ ョ ン の 研究， 有 限要素法や境界 要素 法 によ る 電
気・音響系 の 数値 解析／シミュレ ーション研 究 な ど に
多 数 の 業績 を あ げ られ まし た。特 に 高 く 評 価され て い
る の は， 有 限要素 法 を 19 70 年代 の初 め に世界 に 先駆 け
昭和26年 3 月 官立大阪 外事専門学校英米科を卒業後，
民 間 を 経 て ， 昭和27年 3 月 か ら 新潟 県立高等 学 校 教諭
とし て勤務され， そ の 間， 昭和36年か ら ハ ワ イ 大 学大
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者か ら 高 い 評 価 を 得 られ ま し た 。
学 内 に お い て は， 評 議員 を 2 年 2 月 務 め られ ， 富 山
大 学 の管 理運営 に参 画し ， 大 学 の 充実発展 に尽 力され
まし た 。
学外 に あ っ て は， 日 本機械学会評議員， 同 学会北陸信
越支部長， 同 学会副会長を歴任し て， 学 会 の 発展 と 学術
の振興 に寄与され る と と も に， 地域社会 に お い て も， 富
山県ミ ニ水力開発委員会委員長， 富山 県生産性本部理事
を歴任し， 地域産業の発展に尽 力され て お り ま す。
名誉教授
加 川 幸 雄
東北大 学大 学 院工学研究科
電気及 び通信工学専攻修了
工学博士
て圧 電弾 性問題 に適 用 す る 手法 を 開発され た こ と で ，
19 86年， こ の 成果 に よ り ア メ リ カ 電気電子学 会(I E
E E ） の フ エロ ー に 選 ばれ まし た 。 ま た ， 企 業 と の共
同 研究 に よ り ， 昨 年， 石川賞 を 受賞され まし た 。 こ れ
ら の 研究成果 を約 10 0 編 の 論文 及 び 解 説並 び に 著 書 1 5
冊 とし て 発表され ， 学会及 び 関係者か ら 高 い評 価 を 得
て お られ ま す 。
学 内 に お い て は， 国 際交流委員会委 員， 地域共同 研
究セ ン タ ー 運営委 員 会委 員 ， 情報処理セ ン タ ー 運営委
員 会委 員 など の 委員 を務 め， 富山大 学 の 発 展 に 貢献さ
れ まし た 。
一方， 学会活動 に あっ て は， 日 本シミュ レ ーション
学会理事， 電気学会北陸支 部評議員を歴 任され ， 学 会
の 発 展 に寄 与され て い ま す 。
名誉教授
宇尾野 逸 作
ハ ワ イ 大 学大 学院修士課程英語科修了
Master of Arts 
学院修士課程英語科 に 学 び， 昭和38年1 月 卒業， 昭和
39 年新潟県立高等学校教諭 を退職され まし た 。 昭 和39
年 4 月 富 山大 学文理学部講師 に 採用 と な り ， 昭和 42年
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4月 発足 の教養部へ配置換 ， 昭和43年 1月 教 養 部 助 教
授， 昭和47年4 月 教養部教授 と な り， 平 成 2 年 3 月 3 1
日 退職 され ま し た 。
同氏 は ， 本学教養部 に あ っ て は ， 外国語系列英語 担
当 教官 と し て ， 常 に厳正 な姿勢 を も っ て ， 一 般 教 教 課
程 の 充実 に 専念され る と と も に ， 永年 に わ た り慈愛 を
持 っ て学生 の 指導 に当 た り ， 有為 な 人材 育成 に尽 力さ
れ まし た 。
一方， 学術研究面で は ， 研究分野 と す る 意味 論 に お
い て ， 普遍的「ロゴス 」 的 な意味 を人 間 の 認 識 の 相 関
物 と し て仮 定 す る意味 論 と ， 個 人 間や文 化 の諸 要 素聞
の相互作用 の ダ イナミ ズ ム の源泉 を， 意味 の 相違 に見
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出 そ う と す る意味 論 の 二律背反 を言語の 意味 の特質 と
し て 説 明 を 試み られ ま し た 。 こ の研究成果 は， 多 く の
論文 に お い て発表され て い る 外， 海外 に お け る 学会 ，
研究会議， 大 学 の講義等 お い て も 発表され て い ま す 。
本学の 管理運営面で は ， 入学試験管理委 員 会委 員 及
び入学者選抜方法研究委 員 会委 員 を 永 ら く 務 め られ ，
適正 な 入試 の 実施並 び に 入 学者選抜方 法 の基本的問 題
の 研究 や そ の協議 に参 画され ま し た 。
ま た ， 教養部英語教室 を よ く ま と め ， 学科 目 ， 系列
の 連帯 に 努 め られ ， 教養部 の 発展・運営 に寄 与され ま
しfこ 。
L一一文部省永年勤続者表彰一」
退職時の文 部省永年勤 続者 と し て ， 次 の 方が表彰さ
れ ， 平 成 2 年 3 月 27 日 （火 ） 午前 10 時30 分 か ら 学 長 室
に お い て ， 大 井信一学長か ら 表彰 状 と 記念 品 が伝達 さ
れ ま し た 。
文部省永年勤 続者 （退職時 に勤 続35年以上）




本年 5月 1 1 日 （ 金 ） 平 成 3 年度富山大学入 学者選 抜
に お け る大学入試セ ン タ ー 試験 の 利 用 教科・科 目並 び
に 個 別学力検査等 の 概 要 を 別表 の と お り 発表 し ま し た。
併せ て ， 入学者選抜の 多様化 を 推進 す る 観点か ら ，
新 た に 推薦 入学 や 定 員一部 留保第 2 次募集を実施 す る
学部・学科を発表 し ま し た 。
主 な 変更点 は次 のと お りで－ す 。
0 推薦入学
人文学部：大学入試セ ン タ ー 試験 を 課す推薦 入 学 を
行 う 。 （別表参照 ）
理学部数学科：大学入試セ ン タ ー 試験 は課さ な い で，
面接を行 う 。 募集人員 は， 入学定 員43人
中 6 人以 内 。
工学部：対象 を 従来 の 工業 に 関 す る 学科か ら ， 普通
科・ 理数科 に も拡大 し， 募集人員 を 1 6人以
内か ら 58人以 内 に増 や す 。
0 定員一部留保第 2 次募集
理学部地球科学科 ： 別表参照
Fhu 
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平成3年度 入学者選抜における大学入試センター試験の教科・科目等の利用方法について
ドζ 入学志願者』こI ""- 解答させる ｜ 利用する
l利用 ＼＼ 教科・科
｜する学部 ＼＼ 目名等｜（学科、 課程、 ＼＼
｜ 専攻等）名 ＼＼ ｜；選抜の対象
入学志願者に解答 個別学力検査等
備 考
させる教科・科目名 の 概 要
人
文 ｜ 人 文 ふ子孟4
，十営企 ｜ 語 学 文 学
部
5教科5蒋百
国 ｜国 （国I＇ 国II)一般選抜の ｜ 社〔倫．日．世．地理．現社から1〕（注1) I 外（「英E・英IIB」，独朝，
科｜全部につい ｜ 数〔「数I〕 ｜ 中，露から1)
て利用 ｜ 理〔物． 地学，化．理I，生から1〕（注3)｜ 外〔英，独，仏から1〕科 ｜一一………一↑3教科百科目． ，一一…牟一一 一一 一一一一一一一一一一一1一一一一一一一一一一一一一一一一一一........…一 一 l
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経｜ 経 済 学 科
済 ｜ 経 営 学 科 ｜全部につい｜経 営 法 学 科
堂 r · 「夜間主云ー二天］一一－
．｜ 経 営 学 科 ｜て利用
部 ｜ 経 営 学 科
経 営 法 学 科
数 学 科
型｜空．？－デ一一？．
地 球 科 学 科
学｜弘 理 学 科
化 学 科部l…一一一一一一－一一ー ー 守 1定員ー二部留 守E 物 理 出 科 ｜｜保第2次募· 1 M主について地 球 科 学 科 ｜｜ 利用工 ｜ 電千情報工 学 科 ｜ 一般選抜の叫｜機械システム工学科 ｜

























































































































































































































































本年4 月 29 日 付 け で， 平 成 2 年春 の叙勲 が発表 され ， 本学関係 で は
次 の 方が受章され ま し た 。
名誉教授 二神 弘 勲三等旭日中綬章
＝口＝＝＊＝配本�本�
人 事 異 重力
C傘＝口3口�虹�巨おおむ
異動区分 発令年月 日 氏 名 異 動前の所 属官職 異 動 内 合日τ，
退 職 2 .  3 .  31 林 手lj治 経理部長 国平家成公2年務3員月 ・3�第日 8限1のり定2条年第退1宅職nの 規定
により
，， 山下 書和 人文学部 ・ 理学部庶務 係長 ，， 
〆／ 杉林 昭子 経済学部学生係長 ，， 
，， 関場 貞 子 文部事務 官 （附 属図書館） ノ／
，， 永盛 祐介 総括車庫 長 （経理部経理課） II 
辞 職 ／／ 成田 美香 文部事務官 （経理部主計課） 辞職を承認する
，， 小原 俊一 ／〆 （附 属図書館） II 
採 用 2 .  4 .  1 川上真由美 文部事務 官 （経理部主計 課）
／／ 野田 好人 ，， （教育学部）
〆ノ 漬屋 良正 ，， II 
ノノ 片山 好孝 文部技官 （ II 
，， 上由 美好 文部事務 官 （ 工学部）
，， 寺尾 清 志 ノノ （附 属図書館）
昇 任 2. 4 .  1 大坪 義孝 東北大学経理部主計課長 経理部長
ノノ 岡山 一雄 学生課課長補佐 米 子工業高 等専門学校学生課長
／ノ 井城小三郎 人文学部 ・ 理学部事務長補佐 国立曽爾少 年 自然、 の家庶務課長
，，／ 大場 克晃 厚生課専門職員 富山医科期大学教関存症課課長補佐
，， 中川 巌 経理部主計 課総務係 長 学生課課長補 佐
，， 嶋 田 政信 教養 部庶務係長 経済学部事務 長補佐
，， 涌 井三枝子 庶務 部庶務 課学事調査係法規主任 庶務 部庶務 課学事調査係長
，， 漬野 松男 庶務 部庶務 課文書係 文書主任 富山工業高等専門2持交学生課寮翻系長
，， 酒 井 利満 庶務 部人事課任 用係任 用主任 高 岡短期大学庶務 課人事係長
II 高巴 英市 経理部主計 課司計係予 算主任 富山工業高等専醇校会計課用度係長
，， 西尾 久 学生課学生係学生主任 国立立山少 年 自然 の家庶務課庶務係長
ノノ 石田 精 一 文部事務 官 （施設課） 施設課企画係企画主任
II 清水 麗 子 ノノ （人文学部 ・ 理学部） 人文学部 ・ 理学部経理係出納主任
ノ〆 能波 輝之 ，， （ 教育学部） 富山工業高等専F宇科技会計課用度係用度主任
fl 林 茂美 II （教養部） 富山工業高等専陣織学生課教務係教務主任
転 ｛壬 2. 4. 1 伊野不二夫 高 岡短期大学庶務 課人事係長 人文学部 ・ 理学部庶務 係長
fノ 高邑 欣市 富山工業高等専門学校学生課学生係長 教育学部学務 係長
λγ 林 清治 富山工業高等専門学校会計課用度係長 教育学部附属学校第一係長
// 佐伯 光雄 富山医科薬科大学教務 部学生課厚生係長 経済学部学生係長
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転 任 2 .  4 .  1 谷口 和則 国立立山少 年 自 然の家庶務課庶 務係長 教養部庶務係長
，， 奥野 芳明 富山工業高等専門学校会計課総務主任 人文学部 ・ 理学部用 度係用 度主任
II 相津 伸彰 富山工業高等専門学校庶務課庶 務主任 経済学部教務係教務主任
，， 関川 国彦 湖明主官 （富山開。高等専群校庶務課） 文部事務官 （庶務部人事課）
II 新庄 d刃也、 ノf （国立立山少年自然の家庶務課） ，， （経理部主計課）
II 長谷川美憲 文部技官（東京工業大学工業材 料研究所） ，， （人文学部 ・ 理学部）
ノノ 木下 Z日111: 文部事務官 （経理部経理課） ，， （匝立山少年自然の家諜課）
ノノ 竹内 勝 II （学生課） ノノ （富山繭自高等専群校問主課）
，， 松田 晃 ノノ （教育学部） ，， （富山工業高等専門学校庶務課）
配 置 換 2 .  4 .  1 湯津 芳雄 琉球大学庶務部人事課長 庶務部庶務課長
，， 小 J l l 泰 国立立山少 年 自 然、の家庶務課長 経理部経理課長
ノノ 佐藤 茂夫 庶務部庶務課長 お茶の水女子大学入学主幹
ノノ 津田 勲 経理部経理課長 京都大学化学研究所経理課長
，， 石黒 勝夫 工学部事務長補佐 人文学部 ・ 理学部事務長補佐
II 西尾 武 経済学部事務長補佐 工学部事務長補佐
II 岡田 東彦 庶務部庶務課学事調査係長 庶務部庶務課専門職員 （研究協力担当）
，， 角井与志雄 教育学部学務係長 厚生課専門職員 （進路指導担当）
，， 加賀見 実 経理部主計 課監査係長 経理部主計課総務係長
ノノ 松田 幹夫 経理部経理課出納係長 経理部主計課監査係長
，， 森井 正 経理部経理課情報処理係長 経理部経理課出納係長
ノノ 林 征紀 工学部経理係長 経理部経理課情報処理係長
II 吉沢 誠 附 属図書館総務係長 経済学部会計係長
，， 湊 馨 経済学部会計 係長 工学部経理係長
II 渡謹 園男 教育学部附 属学校第一係長 附 属図書館総務係長
，， 堀 和賓 入学主幹付入学試験 係入学試験 主任 庶 務部庶務課庶務係庶 務主任
II 羽広 孝司 経理部経理課用度係物品管理主任 経理部主計課司計 係予算主任
II 清水良太郎 教育学部附 属学校第一係会計 主任 経理部経理課用度係物品管理主任
，， 大西 光男 学生課総務係総務主任 学生課学生係学生主任
，， 湯浅 健一 経済学部教務係教務主任 入学主幹付入学試験 係入学試験 主任
，， 須田 雅彦 文部事務官 （人文学部 ・ 理学部） 文部事務官 （庶務部庶 務課）
，， 西村 孝司 ノ／ ノノ ’F （経理部経理課）
，， 柴田 淳 ／／ （庶務部庶務課） II （学生課）
II 光津 和嗣 ，， （工学部） ，， ( II ) 
，， 村道 俊一 ノノ （経理部主計課） II （人文学部 ・ 理学部）
／／ ニ宅 均 文部技官 （ ト リチウ ム科学セン タ ー ） 文部技官 ，， 
ノノ 上木 祐一 文部事務官 （経済学部） 文部事務官 （教育学部）
II 武本 光雄 ノノ （人文学部 ・ 理学部） II ，， 
II 佐藤 淳 ，， （経理部主計課） II （経済学部）
，， 山田 豊 ノ／ （教育学部） II （教養部）
併 任 2 .  4 .  1 森田 昌夫 文部技官 （工学部） 施設課 （～ 3 . 3 .  3 1 )  
職務命令 2 .  4 .  1 大場 克晃 厚生課専門職員 進路指導担当 を免ず る
，， 松本 修一 文部事務官 （庶務部庶務課） 開務萌明務課学事調査係法規主任を命ずる
口61i 
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職務 命令 2 .  4 .  1 岩永 晴雄 文部事務官 （庶務 部庶務課） 庶聯際務課字義周査｛細究協力主任を命ずる
II 朝野 真 ノノ （庶務部人事課） 庶務部人事課給与係給与主 任を命ず る
／ノ 石田 精 一 ノノ （施設課） 施設課企画係企画主任を免ず る
ノノ 武本 光雄 ，， （教育学部） 教育学部附属学校第一係会計主任を命ずる
ノノ 佐藤 淳 ，， （経済学部） 経済学部会計係用度主任を命ずる
，， i質匡 節子 ，， （附 属図書館） 附 属図書館閲覧係閲覧主任を免ず 石
，， i質屋 節子 ，， ，， 附 属図書館参考係参考主 任を命ず る
転 任 2 .  3 .  31 日 水 俊夫 教授 （経済学部） 経済企画斤
辞 職 ／／ 秋山 進午 （人文学部） 辞職を承認す る
，， 宇尾野逸作 （教養部） ／／ 
／ノ 稲垣 保彦 ，， ，， 
ノノ 長井 長信 助教授 （経済学部） ，， 
／／ 春山 義夫 ，， （工学部） ／／ 
，， 下川 茂 ノノ （教養部） ，， 
，， 北岡 勝 教諭 （教育学部附 属小学校） II 
，， 塚田 み ゆ き ，， ，， 
，， 坂井 幸子 養護教諭 （ ，， ，， 
ノ／ 稲垣 実 教頭 （冨IJ校長） （教育学部附 属中学校） ，， 
ノノ 此川 佳子 教諭 （教育学部附 属中学校） II 
，， 青山 （教育学部附 属養護学校〉 ’J 
併 任 ノノ 武 暢夫 教授 （経済学部〉 富山大学経営短期大学部部長の併任は終了 した
死 亡 2 .  3 .  17 島 十四郎 II 死亡 （ 公務外）
2 .  3 .  30 坂井 1散 助教授 （工学部）
採 用 2 .  4 .  1 富田 正弘 教 授 （人文学部）
一一一
II 伊藤 格夫 II （経済学部）
II 中島 信之 ，， II 
，， 藤森 英男 ，， ，， 
，， 油谷 幸利 助教授 （ 人文学部）
II 水谷内徹也 ，， （経済学部）
，， 浅見 克彦 ，， II 
II 岩崎 政明 II ，， 
，， 酒 井 富夫 ，， ，， 
〆ノ 安村 勉 II ，， 
II ムメラアデリィー ア・ アンン・ ，， （教養部） （～5 . 3 .  31) 
II 根津由喜夫 講 師 （人文学部）
II 前川 要 ノ／ ，， 
，， 鈴木 基 史 ，， （経済学部）
，， 垣回 直樹 ，， ，， 
，， 鳥海 清司 II （教養部）
II 白石 俊輔 助 手 （経済学部）
，， 般若 裕子 ノ，， ，， 
II 二神 透 II （工学部）
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採 用 2 .  4 .  1 吉田 正道 助 手 （工学部）
ノr 瀬戸 健 教 諭 （教育学部附属小学校）
／／ 平井久美子 ，， ，， 
// 山 口 由 美子 養護教諭 （ ，， 
，， 杉村 修 教 頭 （副校長） （教育学部附属中学校）
，， 浦上 紀子 教 諭 // 
ノノ 梅沢 功 ノノ （教育学部附属養護学校）
昇 任 2 .  4 .  1 山野井敦徳 助教授 （教育学部） 教 授 （教育学部）
／／ 尾島 十郎 ／／ （理学部） ，， （理学部）
ノノ 西塚 典生 ／／ （ 山形大学工学部） ノノ （工学部）
／ノ 山淵 龍夫 ノノ （工学部 ） ，， 
ノ／ 梅村智恵子 II （教養部） ，， （教養部）
／／ 永井 龍男 講 師 （ 人文学部） 助教授 （人文学部）
，， 水内 俊雄 ／ノ 〆〆 ，， ，， 
ノノ 西村 秀二 ノノ （経済学部） ，， （経済学部）
，， 村井 忠邦 ，， （工学部） ，， （工学部）
，， 加藤 勉 ，， ，， ／／ 
ノノ 穴田 博 II ノノ
，， 佐貫須美子 ノノ ／／ ノノ
／ノ 岩城 敏博 ノノ II ／ノ
II 小原 治樹 // ，， ，， 
II 吉村 敏章 助 手 （ ，， ／／ 
II 池田 公司 ，， （経済学部） 講 師 （経済学部）
II 中村 博之 ノノ ／〆 ，， ，， 
，， 作 井 正昭 ノ／ （工学部） ノノ （工学部）
／／ 桑原 道夫 ，， ノ／ ／／ 
車王 任 2 .  4 .  1 池田 長康 通ifli主叉干支店（工J;J支持ilt;i;n.l f技術総合研知子I主任研究自） 教 授 （工学部）
ノノ 服部 良久 助教授 （人文学部） 助教授 （京都大学文学部）
II 奥原 F子4『． ／／ （教育学部） II （東京商船大学商船学部）
，， 斯波 恒正 ノノ （経済学部） ，， （筑波大学社会工学系）
II 飯野 正幸 助 手 （大阪大学経済学部） 助 手 （経済学部）
，， 土屋 隆生 ／／ （工学部） ノ／ （ 岡山大学工学部）
降 任 II 大野 正道 教 授 （経済学部） 助教授 （筑波大学社会科学系）
配 置 換 2 .  4 .  1 加川 幸雄 教 授 （工学部） 教 授 （ 岡山大学工学部）
，， 渡遺 園昭 ，， （ ト リ チ ウ ム科学セ ン タ 一 ） ノノ （理学部）
ノノ 松山 政夫 講 師 （ ノノ 講 師 （ ，， 
，， 産 田 7包士E" 助 手 （ ，， 助 手 （
退 職 2 .  4 .  1 楠瀬 勝 教 授 （人文学部） 平成 2 年 3 月31 日限 り 停年に よ り 退職 した
，， 川瀬 義之 ，， （理学部） II 
ノノ 横山 泰 ，， II ，， 
ノノ 宇佐美四郎 ノノ （工学部） ノノ
，， ＝上 房男 ノノ ，， ，， 
nu ワ』
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退 職 2 .  4 .  1 中谷 秀夫 教 授 （工学部） 平成 2 年 3 月31日限り停年によ り退職した
，， 柳瀬 秋夫 ，， ，， ，， 
併 任 2 .  4 .  1 小黒 千足 教 授 （理学部） ト リ チ ウ ム科学セ ン タ 一長の併任は終了 した
ノ／ 大谷 重彦 ，， （教養部） 教養部長 ・ 評議員 （～ 4 .  3 .  31) 
，， 宅刀全て� 孝文 ，， （教育学部） 教育学部附属小学校長 ，， 
，， 中川 昨 ノノ // 教育学部附属中学校長 ／／ 
，， 新井 文男 ，， ／ノ 教育学部附属養護学校長 （ ノノ
，， 岸井 勇雄 ノ／ ／／ 教育学部附属幼稚園長 ，， 
／／ 佐々 木光ニ ノ （教育学部附属教育実践研究指導セ ン タ ー） 荻商学部F付属教育錨主研究f蹄セ ン タ －長
，， 風巻 紀彦 ノ／ （理学部） 保健管理 セ ン タ 一所長 （ ノノ
採 用 2 .  3 .  12 細井 昭一 臨時用務員 （教育学部作業員）
2 .  4 .  1 川淵 智美 事務補佐員 （経理部経理課）
／／ 川 口奈穂子 ，， ，， 
ノノ 岸 豊美 ／／ （教育学部）
，， 安田 京子 ノノ （工学部）
ノノ 藤村 正子 ，， ノノ
，， 金森美枝子 ，， ／ノ
，， 森山 真弓 ノノ ，， 
，， 荒井恵美子 教務補佐員 （教養部）
，， 吉田 公美 事務補佐員 （附属図書館）
退 職 2 .  3 .  31 頭川 恵子 事務補佐員 （経理部経理課） 平成 2 年 3 月 30 日 限 り 退職 し た
2 .  4. 1 川上真由美 ，， ノノ 平成 2 年 3 月 31 日 限 り 退職 し た
ノノ 亀谷 順子 ，， （ 人文学部 ・ 理学部） II 
／／ 市山美智子 ノ／ （ 工学部） II 
，， 酒井智恵子 ノ／ II II 
ノノ 塚本 真理 ノノ （ 附属図書館） ，， 
百字 職 2 .  3 .  20 小林 和代 ／ノ （工学部） 辞職を承認す る
採 用 2. 4 .  1 1  本田 善彦 事務補佐員 （附属図書館）
，， 伊藤 克江 ，， ，， 
2 .  4. 16 太田 茂徳 II ，， 
承 き即刃位、 2 .  5 .  1 河野 三郎 講師 （経済学部） 助教授 （経済学部）
// 樋口 弘行 助手 （大阪大学産業科学研究所） ，， （理学部）
t本 職 2 .  4 .  20 大杉 』宜丞ヨヒ 文部事務官 （教養部） 国家公あ員法tfi79条tfilりによ り 休11mにする（～2.912)
職務命令 2 .  5 . 1 槻 光雄 文部技官 （施設課） 施設課工営係建築主任
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平成 2 年 度 科 学 研究費 補助金交付内定者一覧
li]f qプb"L 代 表 者ー 究 諜 題
配 分 予 定 額 （千 円）
研 究 極 目 研
所 属 職 氏 名 平成2年度 平成3 年度 平成4 年度
重 点 領 域 研 究 理 学 部 助 手 飯田 敏 タ ン グ ス テ ン単結晶モ ノ ク ロ メ ー タ ー の製作 と 評価 3.000 
，， 教育学部 教 授 山野井数徳 l科理学論的＝技地術び業に績実の証的レ研フ 究エ リ ・ シ ス テ ム に関す る 2.200 
" 理 学 部 教 授 水谷 義彦 火山活動の消長 に 伴 う I噴気孔ガス 組成の変化 1.900 
，， 理 学 部 助 手 吉田 尚弘 生物 と J辺境水の酸素同位体比の相関 と 変動 1,600 
，， 理 学 部 教 授 尾島 ＋郎 ｜重機役非化線合形物光の学合材成料
の探索 大隅を含む拡張交差 2.500 
，， 理 学 部 助教授 川崎 一朗 奥方性 に よ る 地球自 由振動のモ ー ド lll:lカ ッ プ リ
ン
グ 1.100 
総 合 研 究 ω 経済学部 教 授 和合 重量 株式 ・ 侠材E市場におけ る計量経済学的分析 3,000 
一 般 研 究 侶） 理 学 部 教 授 赤羽 賢司 塁間分子の高励起状態の研究 1.000 
，， 理 学 部 教 授 佐藤 清雄 4f電子系化合物の物性 と エ ネ jレ ギ ー バ ン ド精進のlilf筑 400 
" 理 学 部 助教授 道端 斉 ホ（ パヤナのJーfll球ド
細ピ ン胞）かのら生抗l理l出学し的た役パ割
ナ
l ジ ウ ム結合物質 2.000 
，， 理 学 部 助教授 笹山 雄一 両生類の カ ル シ ト ニ ンの生イtc:f:1＇.！＇�. 生理学的解明 4.900 1.100 900 
一 般 研 究 （Cl 人文学部 教 授 河村 貞枝 イ一 ギ「紛リ 人ス 参に 政お権け協る婦会［人�I参民政同権lXI辺」jfil!をJ
のめ ぐ一考っ祭て ー 400 
" 経済学部 教 授 田中 祥子 オ プ シ ョ ン評価 モ デルの絞？；？財務への応用 300 
" 理 学 部 助教授 川崎 一朗 I毎洋マ ン ト ルの方位－1/ll方的 ト モ グ ラ フ ィ 500 
，， 教 養 部 教 授 藤井 昭二 400 
，， 経済学部 助教授 飯田 剛史 1.200 600 
" 人文学部 助教授 磯部 彰 1.000 
，， 教 fr 音fl 助教授 江上 繁樹 900 
" 理 学 部 教 授 尾島 十自11 1.500 600 
，， 理 学 部 教 授 後藤 克己 大 き な反対電荷イ オ ン の会合に関す る 研究 2.100 
，， 理 学 部 教 授 菅井 道三 アシ ダ
ン造セ粉リ 部ジ分オ 化ーゲの機ン備
に
のよ 併り 誘析導 さ れ
る 1,000 500 
，， 理 学 部 教 授 出『越 叡 第四紀以鉄鉱ー 自然航路鉱床の金芸母変質·ill；の成因 2.000 
，， 理 学 部 助教授 氏家 治 中古官地方の玄武活額のSr・Nd同位体組成の研究 1,300 600 





























に及ぼす原子の 1,300 200 
，，〆 工 学 部 教 授 小泉 邦雄 ス テ ム の開
発に 1.100 400 
，， 工 学 部 助 手 高橋 隆一 新 し い磁気記録媒体の試作 と 特性 2,200 
，， 理 学 部 教 授 松浦 節也 Bイ1 �ソ MプoテE変ン化戸物択の酸形化態以と応修触飾奴と して
の多成分系 2.000 
" 人文学部 助教授 三F野 隆夫 古代出田式製塩の研究 1,500 
，， 教育学部 助教授 高橋 春成 南西諸島の ヤ ギ放牧に関す る 文化士山理学的研究 600 





























，， 教 養 部 助教授 成田 節 800 



















，， 理 学 部 諮 問 藤閏 安軍事 安在1l定mlす品hるi：過引程分微に 900 
，， 理 学 部 助 手 吉田 l肖弘 メ タ ン と ー酸化二窒素の循環に関す るl司位休地球化学 900 








































" 教育学部 講 師 河本 肇 800 
，， 理 学 部 助 手 阿部 幸隆 新 し いU)f；関数の研究 800 
，， 教育学部 助教授 堀田 朋基 ｜大指のき 動さ とき語に関さ す
の呉る研な究
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βインス ト リー トに色とり どりの立看板が林立するア
毎年 4 月 に 入 る と 新入 生 の 入 部 を勧誘す る 課外 活 動
団体の立看板 が メ イ ン ス ト リ ー ト の 街路樹に 立 て か け
ら れ る 。 今年 も 約40枚 に も 及ぶ立看板が街路樹の チ ュ ー
リ ッ プ ツ リ ー に 見 事 に 立 て か け ら れ て い る 。
新緑鮮 や か な チ ュ ー リ ッ プ ツ リ ー に 色 と り ど り の き
れ い な 立看板 が 立 ち 並 ん で ， 歩行者 の 目 を 楽 し ま せ て
く れ る の は 有 り 難 い が， 構 内 交通 の 支 障 に 連 が っ て い
る の も 事実 で あ り ， 痛 し 揮 し で あ る 。
教育学部清水建次助教授に 「とや ま 賞」 が贈呈される
「とや ま 賞 」 の 受 賞 を 喜 び， 今後 も 大 い に
研鏑 し た いと語る 清水助教授
富 山 県 の 置 県百年 を 記念 し ， 富 山 県 の 出 身 又 は 在 住
の 者 で学術研究， 芸術文化等 の 分 野 で 優 れ た業績 を 挙
げ， か っ ， 将来 の 活躍 が期 待 さ れ る 人 に 贈 ら れ る 「 と
や ま 賞」 の 平成 2 年度受賞者 に ， 教育学部清水 建 次 助
教授 （物理学担当， 42才 ） が学術研究部 門 で 選 ば れ ま
し た 。
贈呈式 は， 置県記念 日 の 去 る 5 月 9 日 （水 ） 高 志 会
館 で 原谷置県百年記念財団理事長か ら 賞状， 奨励 金 が
贈呈 さ れ ま し た 。
清水助教授 の受賞 は ， 「核磁気共鳴 に よ る 希 土 類 金
属元素を 含 む 合 金並 び に 化合物 の 磁性 の 研究」 が 評 価










。 国立劇場 法 の 一部 を 改正す る 法律 （ 6 ) 3 .30 
0 国家公務員等 の 旅 費 に 関 す る 法律 の 一部
を 改正す る 法律 （ 9 )  3 . 3 1  
政 令
。 教育公務員特例法施行 令 の 一 部 を 改正す
る 政令 の 一部 を改正す る 政令 （38) 3 . 20 
0 国家公務員等共済組合法施行令等の 一部
を 改正す る 政 令 （56) 3 .28 
0 平成 2 年度 に お け る 国家公務員等共済組
合 法 の 年 金 の 額 の 改定 に 関 す る 政令 （57) 3 .28 
0 国立学校設置法施行令 の 一 部 を 改正す る
政令 （60) 3 . 28 
0 国立劇場法 の 一 部 を 改正す る 法律 の 施行
に 伴 う 関 係政 令 の 整備 に 関 す る 政令 (85) 3 .30 
0 義務教育諸学 校 の 教科 用 図 書 の 無償措置
に 関 す る 法律施行令 の 一部 を 改正 す る 政
令 （66) 3 . 30 
0 日 本育英会施行令 の 一部 を 改正 す る 政令
(70) 3 .30 
府 令
。 科学技術研究調査規 則 の 一部 を 改正 す る
総理府令 （総理 4 ) 3 . 28 
省 令
。 戸籍法施行規 則 の 一部 を 改正 す る 省令
（法務 5 ) 3 .  1 
0 学校保健法施行規則 の 一部 を 改正す る 省
令 （文部 1 ) 
。 教育職員免許法施行規 則 の 一部 を 改正
す る 省令 （文部 2 )
3 . 12 
3 . 13 
。 国家公務員等共済組合法施 行規 則 の 一部
を 改正 す る 省令 （大蔵 7 ) 3 .28 
0 国立劇場 の 業 務方法書 に記載 す べ き 事項
を 定 め る 省 令等 の 一部 を 改正 す る 省令
（文部 5 ) 3 .30 
0 国立学校設置法施行規則 の 一部 を 改正
す る 省令 （文部 6 ) 3 .31  
。 国 立大学 の学科及 び課程並 び に 講座及 び
学科 目 に 関 す る 省令 の 一部 を改正す る 省
令 （文部 7 ) 3 .31  
。 教育公務員特例法施行令第 1 条 の 規 定 に
基 づ き 大学院 に 置 か れ る 研究科 の 長 を 定
め る 省 令 の 一 部 を 改正す る 省令 （文部 8 ) 3 .31  
。 国立大学 の大学附置 の 研究所 の 研究部門
に 関 す る 省令 の 一部 を 改正す る 省令 （文
部 9 ) 3 .31  
。 勤労者財産形成促進法施行規則 の一部を
改正す る 省令 （労働 10) 3 .31 
。 国家公務員等 の 旅 費支給規程 の 一 部 を 改
正 す る 省 令 （大蔵19) 4 . 13 
規 則
。 平成 2 年 3 月 の 俸 給等及 び期末手 当 の 支
給 の 特例等 （人事院 9 - 90) 3 . 15 
。 週 40時間勤務制 の試行の た め の 職 員 の 職
務 に 専念す る 義務 の 免除 （同 14ー 14) 3 . 17 
。 計算証明 規則 の一部 を 改正す る 規則 （ 会
計検査院 2 ) 3 . 27 
。 人事院規則 9 - 1 （非常勤職員の給与）
の 一部 を 改正 す る 人事院規則 （人事院 9
- 1 - 6) 3 . 3 1  
。 人事院規則 9 - 7 （俸給 等 の 支給 ） の 一
部 を 改正 す る 人事院規則 （ 同 9 - 7 - 4)
3 . 31 
。 人事院規則J 9 - 8 （初任給， 昇格， 昇給
等 の 基準 ） の 一部 を 改正す る 人事院規則
（ 同 9 - 8 - 12) 3 .31  
一不告
。 平成 2 年度大学入学 資 格検 定 の 施行期 日
等 を 告示 （文部23) 3 .26 
0 教員 の 免許状授与 の 所 要 資格 を 得 さ せ る
た め の大学の正規 の 課程等 と し て認定 し
た ｛牛 （ 同 24) 3 . 26 
0 大学 の設置等 の 認可 申 請 に 係 る 書類 の 様
式及 び提出部数の 一部 を改正す る 件 （同49) 4 .23 
phU 9－ 






第 4 回放射性同位元素総合実験室運営委員会 （ 3 月 2
日 ）
（審議事項 ）
(1)  放射性同位元素総合実験室長 の推薦 に つ い て
(2) 放射線取担主任者 の 推薦 に つ い て
(3) 本施設 の建物の長期計画 に つ い て
第75 回 構 内 交通 対策委員会 （ 3 月 2 日 ）
（議 題 ）
(1) 新要項実施 に つ い て
(2) そ の 他
第 7 目 黒 田 講堂管理運営検討委員会 （ 3 月 8 日 ）
（議 題 ）
(1 )  黒 田 講堂 の 管理運営 に つ い て
第 4 回 国 際交流委員会 （ 3 月 9 日 ）
（審議事項 ）
(1) 平成元年度国際交流事業基金収支決算 （見込 ）
に つ い て
(2) 平成 2 年度国 際交流事業基金収支予算 （ 案 ） に
つ い て
(3) 平成 2 年度富 山大学国際交流事業基金 各種事業
募集要項 （ 案 ） に つ い て
第76回 構 内 交通対策委員会 （ 3 月 12 日 ）
（議 題 ）
(1) 新要項実施 に つ い て
(2) そ の 他
第 8 目 黒 田 講堂管理運 営検討委員会 （ 3 月 15 日 ）
（議 題 ）
(1 )  黒 田 講堂 の 管理運営 に つ い て
第1 5回評議会 （ 3 月 16 日 ）
（審議事項 ）
(1) 富 山大学学長選考規則 ・ 実施細則 の一部改正 に
つ い て
(2) 富 山大学学則 の 一部改正 に つ い て
(3) 富 山大学教養部規則の一部改正 に つ い て
(4) 富 山 大学大学院工学研究科規 則 の 一部改正 に つ
い て
(5) 富 山大学水素同 位体機能研究 セ ン タ 一 規則 の 制
定 に つ い て
(6) 富 山大学水素同位体機能研究セ ン タ ー の セ ン タ ー
長及 び教員選考規則 の 制定 に つ い て
(7) 平成 2 年 3 月学部卒業者及 び専攻科修了 者 の 認
定 に つ い て
(8) そ の 他
第 5 回大 学院委員会 （ 3 月 16 日 ）
（ 審議事項 ）
( 1 )  富 山 大学大学院工学研究科規 則 の 一部改正 に つ
い て
(2） 平成 2 年 3 月 富 山 大 学 大 学 院 人 文 科 学 研 究 科
（修士課程） ， 理学研究科 （ 修 士 課 程 ） 及 び 工学
研究科 （修士課 程 ） 修 了 者 の 認定 に つ い て
(3) 富 山大学大学院理学研究科 （修士課程） 数 学 専
攻推薦入学 に 関 す る 申 合 せ に つ い て
第 1 6回 評議会 （ 臨 時 ） ( 3 月 19 日 ）
（ 審議事項 ）
(1) 平成 2 年度富山大学入学者選抜試験 合 格者 の 判
定 に つ い て
第 2 回廃液処理施設運営委員会 （持 ち 回 り ） ( 3 月 1 9
日 〉
（議 題 ）
(1) 委員長の 選 出 に つ い て
第 7 回 事務協議会 （ 3 月 22 日 ）
（議 題 ）
(1) 当 面 す る 諸 問題 に つ い て
第 5 国情報処理センター運営委員会 （ 3 月 22 日 ）
（審議事項 ）
( 1 ) 図書館端末 に つ い て
(2) 利 用 負担金基準改訂 に つ い て
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(3) そ の 他
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第 9 目 黒 田 講堂管理運営検討委員会 （ 3 月 28 日 ）
（議 題 ）
( 1 )  黒 田 講堂 の 管理運営 に つ い て
平成 2 年度第 1 目 黒 田 講堂管理運営検討委員会 （ 4 月
4 日 ）
（議 題 ）
( 1 )  黒 田 講堂 の 管理運営 に つ い て
平成 2 年度第 1 回 事務協議会 （ 4 月 9 日 ）
（議 題 ）
(1) 当 面 す る 諸 問題 に つ い て
平成 2 年度第 1 回 補導協議会 （ 4 月 12 日 ）
（審議事項 ）
(1 )  文化部会第 2 号委員 の 選 出 に つ い て
(2) 第35回大学祭 に つ い て
(3) 第 15団 体育祭 に つ い て
(4) 平 成 2 年度在来生合宿研 修 に つ い て
(5) そ の 他
平成 2 年度第 1 回 評議会 （ 4 月 13 日 ）
（審議事項 ）
( 1 )  平成 2 年度富山大学理学部物理学科定員一部 留
保第 2 次募集の 合 格 者 の 判 定 に つ い て
(2) 富 山大学学 則 の 一部改正 に つ い て
(3) 富 山大学大学院学則 の 一部改正 に つ い て
(4) 富 山 大学教育学部規則 の 一部改正 に つ い て
(5 ) 富 山大学経済学部規則の 一部改正 に つ い て
(6) 富 山大学黒 田 講堂運営規則 ・ 使用 規則 ・ 使 用 細
則 の 制定 に つ い て
(7) 富 山大学名 誉教授称号授与 に つ い て
平成 2 年度第 1 回大学院委員会 （ 4 月 13 日 ）
（審議事項）
( 1 )  富 山大学大学院学則 の一部改正 に つ い て
(2) 富 山大学大学院理学研究科及 び工学研究科 の 入
学者選抜方 法 に 関 す る 申 合 せ に つ い て
平成 2 年度第 1 国 学寮補導委員会 （ 4 月 16 日 ）
（審議事項 ）
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( 1 )  負 担割 合 に つ い て （風 目 用 温水 ボ イ ラ ー 燃 料 費
の 負担割 合 に つ い て ）
(2) そ の 他
平成 2 年 第 4 回 公 開講座委員会 （ 4 月 20 日 ）
（議 題 ）
( 1 )  県 民 カ レ ッ ジ と の連携 に つ い て
平成 2 年度第 1 回 授業料等減免選考委員会 （ 4 月 加日 ）
（議 題）
( 1 )  平成 2 年度大学院入学生 の 入学料免除 者 の 選 考
に つ い て
(2) 平成 2 年度学部入学生の 入学料免 除者 の選考 に
つ い て
平成 2 年度第 1 回放射性同位元素総合実験室運営 委 員
会 （ 4 月 23 日 ）
（議 題 ）
(1) 平 成 2 年度総合実験室使 用 許可 申 請 に つ い て
(2) 平成元年度運営費決算及 び平成 2 年度運営 費 予
算 （案 ） に つ い て
(3) そ の 他
平成 2 年度第 1 回 低温液化室運営委員会 （ 4 月 23 日 ）
（議 題）
( 1 )  平成元年度低温液化室運営費決算 に つ い て
(2) 平成 2 年度低温液化室運営費予算 （案） に つ い
て
(3) そ の 他
平成 2 年度第 1 回 入学試験管理委員会 ・ 第 1 回 入 学 者
選抜方法研究委員 会 の 合 同 委員会 （ 4 月 24 日 ）
（審議事項 ）
(1 )  平成 3 年度富山 大学入学者選抜試 験 の 実施 に 伴
う 基本方針 （ 案 ） に つ い て
(2) 平成 3 年度入学者選抜 に お け る 大学入試セ ン タ ー
試験 の教科 ・ 科 目 等 の 利 用 方法 に つ い て
(3) そ の 他
円i円ノ副
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富 山 大 学 学 則 の 一部改正
富 山大学学 則 の一部 を改正す る 学 則 を 次 の と お り 制 定す る
平成 2 年 3 月 16 日
富 山 大学長 大井信一
富 山 大学 学 則 の 一部 を 改正す る 学則
富 山大学学則 （昭和59年 3 月 12 日 制定） の 一 部 を 次 の よ う に 改正す る 。
別表 第 2 工学部の部及 び合計を次の よ う に 改 め る 。
工 業 化 子A以与， 科 68 272 
金 属 工 ザム斗£与． 科 43 172 
機 械 工 λ号孟i.み 科 56 224 
工 寸A以一， 部 生 産 1説 械 工 学 科 45 180 
化 号Aふん与 工 � 主ゐ 科 58 232 
電 子 情 報 工 A子企-4 科 132 528 
計 402 1 ,608 
� 言十 1 462 5 848 
附 則
1 こ の 学 則 は， 平 成 2 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
2 別表第 2 に 定 め る 総定員 は， 同 表 の 規 定 に か か わ ら ず， 平 成 2 年度 か ら 平成 4 年度 ま で は ， 次の と お り と す る 。
A弓＞..＜二」 部 子込与4 科 等 平成 2 年度 平 成 3 年度 平成 4 年度
人 文 弓A以ニ， 科 380人 380人 380人
人 文 J弓a子-4 部 宝ロ五Cl 弓� 文 守ふ主二ん 科 380 380 380 
計 760 760 760 
小 学 校 教 員 養 成 課 程 440 400 400 
中 学 校 教 員 養 成 課 程 200 200 200 
教 育 点う以ニ， 部 養 護 学 校 教 員 養 成 課 程 80 80 80 幼 稚 園 教 員 養 成 課 程 120 120 120 
情 報 教 育 課 F呈 120 160 160 
言十 960 960 960 
経 済 すA以与． 科
昼 間 主 コ ス 576 576 576 
夜 間 主 コ 一 ス 80 80 80 
経 営 う；＝二， 科
経 済 弓A斗三£． 音日 昼 間 主 コ ス 496 496 496 
夜 間 主 コ ス 80 80 80 
経 P昌..,. 法 $ 科
昼 間 主 コ 一 ス 408 408 408 
夜 間 主 コ ス 80 80 80 
5十 1 ,720 1 , 720 1 720 
no ワ臼
平成2年 6 月 発行 ,>..>..<, 寸」 報 第317号
数 A号以L， 科 172 172 172 
物 理 A弓主ゐ二 科 188 188 188 
ム4以F- 部 イヒ
子A以． 科 1 72 172 172 理 生 物 子� 科 140 140 140 
地 球 科 弓A二4 科 128 128 128 
5十 800 800 800 
工 業 化 ザA以ー． 科 216 236 254 
金 属 工 A守企t 科 172 172 172 
機 械 工 学 科 221 224 224 
工 ふ手"'- 部 生 産 機 械 工 学 科 178 180 180 
化 弓ム凶二 工 A一子,,,. 科 193 208 220 
電 子 情 報 工 学 科 264 396 528 
計 1 244 1 ,416 1 ,578 
辺E、l 計 5,484 5 656 5 818 
惨 富山大学学則の改正理由
平成 2 年度 に工学部の学生定員増が図 ら れ る こ と に伴い， 所要事項を改め る 。
富 山 大 学 教 養 部 規 則 の 一部 改 正
富 山大学教養部規則 の一部を 改正す る 規則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成 2 年 3 月 16 日
富 山 大学教養部規則 の一部 を 改正す る 規則
富 山大学教養部規則 （昭和42年 4 月 1 日 制定 ） の 一
部 を 次 の よ う に 改正す る 。
別表 1 （第 4 条 の 表 ） の 一般教育科 目 の 部 中
「
環 境 科 学 社 会 環 境 論 4 総 自 然 環 境 論 4 
現 代 社 会 論 2 
富 山 の 自 然 2 
情 報 と 科 学 2 
メ� ※ 自 然、 と 文 化 2 
人 権 と 差 別 4 
」 を
環 境 科 学 社 会 環 境 論 4 総 自 然 環 境 論 4 
現 代 社 会 論 2 
富 山 の 自 然 2 
情 報 と 科 学 2 
※ 自 然 と 文 化 2 
� 人 権 と 差 別 4 
地 球 環 境 論 2 
」 に
改 め る 。
富 山大学長 大井信一
間 則
1 こ の 規則 は， 平成 2 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
2 昭和 63年度以前 の 入 学者 に つ い て は ， な お 従 前 の
例 に よ る 。
惨 富 山 大学教養部規則 の改正理 由
総合分野の 授業科 目 に 地球規模 で起 き て い る 地
球環境問 題 に 関 す る 授業科 目 を 新 た に 開設 し ， 教
育 内 容 の 充実 を 図 る た め 所要事項 を 改 め る 。
GU 円ι
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富 山大学大学院工学研究科規 則 の 一部 を 改正 す る 規 則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成 2 年 3 月 16 日
富 山 大学大学院工学研究科規則
の 一部 を 改正す る 規則
富 山大学大学院工学研究科規則 （昭和42年 5 月 1 9 日
制定 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。
別表機械工学専攻 の 項 中
「 ｜ 機 構 学 特 論 I 2 I 」 の 次 に
「 ｜ 計 算 力 学 特 論 I 2 I 」 を 加 え ，
「 ｜ 熱原動機関特論第 一 I 2 
熱原動機関特論 第 二 I 2 I を
塑 性 力 学 特 論 I 2 I 」
「 ｜ 材料強度学特論第一 I 2 I 
｜ 材料強度学特論第二 I 2 I 」 に 改 め る 。
富 山大学長 大井信一
附 目lj
1 こ の 規則 は， 平 成 2 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
2 平成元年度以前 の 入学 生 に つ い て は， な お 従 前 の
例 に よ る 。
砂 富 山大学大学院工学研究科規則 の 改正理由
機械工学専 攻 の 授業科 目 を整理 し ， 教育内 容 の
充実 を図 る た め ， 所要事項 を 改 め る 。
富 山 大 学 学 長 選 考 規 則 の 一 部 改 正
富 山大学学長選考規則 の 一部 を 改正す る 規則 を 次 の と お り 制定 す る 。
平成 2 年 3 月 16日
富 山 大学学長選考規則の一部 を
改正す る 規則
富 山 大学学長選考規則J （昭和62年 6 月 26 日 制 定 ） の
一部 を 次 の よ う に 改正す る 。
第 5 条第 3 項 を 次 の よ う に 改 め る 。
3 投票総数が選挙資格者の 3 分 の 2 に 達 し な い と き
は ， 再選挙 を 行 う 。
第 7 条第 7 項 を 次 の よ う に 改 め る 。
7 管理委員会 は ， 第 18条 の 規定 に よ り 学長 候 補 者 が
決定 し た と き は ， 選挙記録 を作成 し 評議会 に 提 出 し
た 後 ， 解散す る 。
第 10条第 1 項 に 次 の た だ し 書 を 加 え る 。
た だ し ， 推薦後 の 取下 げ は 認 め な い 。
第 10条 中 第 3 項 を 第 4 項 と し ， 第 2 項 の 次 に 次 の 1
項 を 加 え る 。
3 前項 に よ り 予 備選挙候補者 と な っ た 者 の 辞退 は，
原則 と し て 認 め な い 。
第 12条 に 次 の 1 項 を 加 え る 。
富 山 大学長 大弁信一
2 前項 に よ り 本選挙候補者 と な っ た 者 の辞退 は ， 原
則 と し て 主忍 め な い 。
第 四条 中 「評議会 は 」 の 下 に 「前項の 報 告 に 基 づ い
て 」 を加 え ， 同 条 を 同 条第 2 項 と し ， 同 条 に 第 l 項
と し て 次 の 1 項 を 加 え る 。
選挙が終了 し た と き は ， 管理委 員 会 は ， そ の 結 果
を 評議会 に 報告す る 。
附 則
こ の 規 則 は ， 平成 2 年 3 月 16 日 か ら 施行す る 。
砂 富 山大学学長選 考規則 の 改正理由
選挙が不成立 に な っ た 場 合 の 取扱 い に つ い て 所
要 の 定 め を す る と と も に ， 併せ て 規定の整備 を 行
つ 。
nu qu 
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富 山 大 学 学 長 選 考 実 施 細 則 の 一 部
改
正
富 山大学学長選考実施細則 の 一部 を 改正す る 細 則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成 2 年 3 月 16 日
富 山 大学学長選考実施細則 のー
部 を 改正す る 細 買lj
富 山大学学長選考実施細 則 （昭和62年 6 月 26日 制定）
の 一 部 を 次 の よ う に 改正 す る 。
第 11 条 を 削 り ， 第 10条 を 第 1 1条 と し ， 第 9 条 の 次 に
次 の 1 条 を加 え る 。
第 10条 規 則 第 15条第 1 項 に 規定 す る 公務上止 む を 得
な い事 由 の 範囲 は， 次 の と お り と す る 。
( 1 )  出 張 の た め 不在 と な る 場合
(2) 会 議， 学 会 又 は 研 修 の た め 不在 と な る 場合
(3) あ ら か じ め 所属長等が承認 し て い る 講義， 講 演
等 の た め 不在 と な る 場合
富 山大学長 大井信一
附 則
こ の 細 則 は ， 平成 2 年 3 月 16 日 か ら 施 行す る 。
砂 富 山 大学学長選考実施細 則 の 改正 理 由
不在者投票 を 行 う こ と が で き る 公務上止 む を 得
な い 事由 の範囲 を 明 確 に す る と と も に ， 規定 の 整
備 を 行 う 。
富 山 大 学 学 則 の 一 部 改 正
富 山大学学則 の 一 部 を 改正す る 学則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成 2 年 4 月 13 日
富 山 大学 学 則 の 一部 を 改正す る 学則
富 山 大学学則 （昭和59年 3 月 12 日 制定 ） の 一 部 を 次
の よ う に 改正 す る 。
第 2 条第 1 項中
「工学部 工業化学科， 金 属工学科， 機械工 学 科 ， 生
産機械工学科， 化学工学科， 電子情 報 工 学
科 」 を
「工学部 機械 シ ス テ ム 工学科， 物質工学科， 化 学 生
物工学科， 電子情報工学科」 に 改 め る 。
附則第 3 項 の 表工学部 の 部 を 次 の よ う に 改 め る 。
機械 シ ス テ ム 工学科 1 1  
物 質 工 学 科 3 
工 学 部 化 学 生 物 工 学 科 1 1  
電 子 情 報 工 学 科 12 
計 37 
別表第 1 工学部の項中 「工業化学科」 を 「機械 シ ス テ
ム 工学科」 に ， 「 金属工学科」 を 「物質工学科」 に，
「機械工学科」 を 「化学生物工学科」 に改め， 「生産機械
工学科」 及 び 「化学工学科J を 削 る 。
富 山大学長 大井信一
別表第 2 工学部 の 部 及 び合計 を 次 の よ う に 改 め る 。
機械 シ ス テ ム 工学科 101 404 
物 質 工 学 科 83 332 
工 学 部 化 学 生 物 工 学 科 86 344 
電 子 情 報 工 学 科 132 528 
計 402 1 , 608 
A ロ 計 1 , 462 5 ,848 
別 表第 3 を 次 の よ う に 改 め る 。 （ 別 添 の と お り ）
附 Jllj
1 こ の 学 則 は， 平成 2 年 4 月 13 日 か ら 施行 し ， 平 成
2 年 4 月 1 日 か ら 適 用 す る 。
2 }JI）表第 2 に 定 め る 総定員 は， 同 表 の 規定 に か か わ
ら ず， 平成 2 年度 か ら 平成 4 年度 ま で は ， 次 の と お
り と す る 。
（ 次頁 の 表 の と お り ）
1i 円。
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A子.u弘 部 弓,u.与ら 科 等 平成 2 年度 平成 3 年度 平成 4 年度
人 文 －ムf忌ん キヰ 380人 380人 380人
人 文 � 主4 部 宝回五"' $ 文 》ーテ孟主． 科 380 380 380 
計 760 760 760 
小 学 校 教 員 養 成 課 程 440 400 400 
中 学 校 教 員 養 成 課 程 200 200 200 
教 育 すA丞ん二 部 養護学校教員養成課程 80 80 80 幼 稚 園 教 員 養 成課 程 120 120 120 
情 報 教 育 課 程 120 160 160 
計 960 960 960 
経 済 す品tーー 科
昼 間 主 コ ー ス 576 576 576 
昼 間 主 コ ー ス 80 80 80 
経 営 A号� 科
昼 間 主 コ ー ス 496 496 496 
経 済 A守� 部 夜 間 主 コ ー ス 80 80 80 
経 営 法 手ぷ山 キヰ
昼 間 主 コ ー ス 408 408 408 
夜 間 主 コ ー ス 80 80 80 
計 1 , 720 1 , 720 1 , 720 
数 子且4 科 172 172 172 
物 理 A子M与. 科 188 188 188 
理 手且L 部 化
ふ弓孟ゐ:.. 科 172 172 172 
生 物 A号主t 科 140 140 140 
地 球 手ヰ 弓,uゐ与 キヰ 128 128 128 
計 800 800 800 
機械 シ ス テ ム 工 学 科 101 202 303 
物 質 工 抽弓ιー 科 83 166 249 
工 学 部 化 学 生 物 工 学 科 86 172 258 
電 子 情 報 工 学 科 264 396 528 
計 534 936 1 , 338 
f-ヨ 計 4,774 5 , 176 5 ,578 
3 平成 2 年 3 月 31 日 に お け る 工学部の工業化学科，
金 属工学科， 機械工学科， 生産機械工学科及 び 化 学
工学科 に つ い て は， 平成 2 年 3 月 31 日 に 当 該 学 科 に
在学す る 者 が 当該学科 に 在学 し な く な る 日 ま での間，
存続す る も の と し ， そ の学生定員 に つ い て は ， 前 項
及 び改正後 の 別表第 2 の 規定 に か か わ ら ず， 次 の と
お り と す る 。
弓A主t 科 平 成 2 年 度 平 成 3 年 度 平 成 4 年 度
工 業 化 －ムF丞ゐ 科 148人 100人 50人
金 属 工 持寸且・， 科 129 86 43 
機 械 工 A守必4ー． 科 165 112 56 
生 産 機 械 工 学 科 133 90 45 
化 注；子込4 工 A弓M与． 科 135 92 46 
円ノ臼円。
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（別添）
別表第 3
学 部 名 学 科 等 名 免 許 状 の 種 類 免許教科
人文学部 人 文 ぜA主t与. 科 中 A弓孟� 校 教 さ日子ぷ目。λ 一 種 免 許 状 ネ土 止コ2』ζ 
語 学 文 学 科 中 4弓凶岨L． 校 教 a由 一 種 免 許 状 国 宝ロ玉ロ
中 学 校 教 諭 種 免 許 状 中 国 語
中 A弓ふーら 校 教 諭 一 種 免 許 状 英 主回口五
中 弓"'t 校 教 諭 種 免 許 状 ド イ ツ 語
高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状 国 三u五" 
高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状 中 国 語
高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状 英 雪関五ロ
高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状 ド イ ツ 語
教育学部 小 学 校 教 員 寸�与． 校 教 諭 種 免 許 状
養 成 課 程 中 弓A主L4 校 教 E命 一 種 免 許 状 国 語
中 学 校 教 員 中 =¥= 校 教 3由 一 種 免 許 状 社 4,』;; 
養 成 課 程 中 学 校 教 3命 一 種 免 許 状 数 Aす主二ん
養 護 学 校 教 中 � Lら 校 教 5命 一 種 免 許 状 理 科
員 養 成 課 程 中 品寸Zー． 校 教 諭 一 種 免 許 状 音 楽
幼 稚 園 教 員 中 A手込！.切 校 教 一百目j 一 種 免 許 状 美 術
養 成 課 程 中 'T 会... 校 教 諭 種 免 許 状 保 健 体 育
中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状 家 庭
中 :.:r A主4 校 教 諭 種 免 目午 状 英 雪回五口
中 寸A主ゐー 校 教 5命 一 種 免 許 状 技 術
高 等 学 校 教 号ii"目h1J 一 種 免 許 状 国 三阿口五
高 等 学 校 教 E命 一 種 免 許 状 数 学
高 等 学 校 教 �·別.. 一 種 免 許 状 理 科
高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状 音 楽
高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状 美 術
高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状 書 道
高 等 学 校 教 2命 一 種 免 許 状 保 健 体 育
高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状 家 庭
高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状 英 宝ロ玉ロ
養 護 学 校 教 5命 一 種 免 許 状
幼 稚 園 教 諭 種 免 許 状
経済学部 経 済 A守込Lι 科 中 寸�ー． 校 教 2命 種 免 許 状 社 会
（ 昼 間 コ ー ス ） 高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状 商 業
経 済 � 科 中 す必込L与 校 教 5命 種 免 許 状 社 iコ＝』＝ 
（ 夜 間 主 コ ー ス ） 高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状 商 業
経 営 A子＂＇�予 科 中 A守孟t 校 教 5合 一 種 免 許 状 社 会
（ 昼 間 主 コ ー ス ） 高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状 商 業
経 営 島子孟且． 科 中 子,.,... 校 教 5命 種 免 許 状 社 品:z:;ζ、
（ 夜 間 主 コ ー ス ） 高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状 商 業
経 営 法 学 科 中 A一手主今 校 教 E命 種 免 許 状 社 � 
（ 昼 間 主 コ ー ス ）
経 営 法 学 科 中 A守M二． 校 教 5命 種 免 許 状 社 止:ri;
（ 夜 間 主 コ ー ス ）
円。円刊U
平成 2 年 5 月 発行 品同-£- 報 第317号
理 学 部 数 チ- 科 中 子Aム4 校 教 諭 種 免 許 状 数 寸,ULニ．， 
高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状 数 ヲム＂！：
物 理 寸＂＂与． 科 中 A弓-'t 校 教 a面l目hリ 種 免 言午 状 理 科
高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状 理 科
化 必すふ！..与 科 中 且ラLー 校 教 旦言λ別 種 免 許 状 理 科
高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状 理 科
生 物 �一． 科 中 子.u.ん 校 教 5命 種 免 許 状 理 科
高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状 理 科
地 球 科 学 科 中 Aナ,,,. 校 教 諭 種 免 E午 状 理 科
高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状 理 科
工 学 部 電 子 情 報 工 学 科 高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状 工 業
砂 富 山 大学学則の改正理由
1 国立大学 の学科及 び課程並 び に講座及 び学科 目 に
関 す る 省令 の 一部 を 改正 す る 省 令 （ 平 成 2 年 3 月 3 1 日
文部省令第7号 ） の 施行 に 伴 い， 所要事項 を 改 め る 。
2 教育職員免許法 （昭和24年 法 律 第 147 号 〕 に 基 づ
き ， 教員 の免許状 の 所要資格 を 得 さ せ る た め の 課 程
と し て 認定 さ れ た こ と に 伴 い ， 所要事項 を 改 め る 。
富山 大学大学院学則 の一部改正
富 山大学大学院学則 の 一部 を 改正す る 学則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成 2 年 4 月 13 日
富 山大学長 大井信一
富 山 大学大学院学 則 の 一 部 を 改正す る 学則
富 山大学大学院学則 （昭和53年 4 月 1 日 制定 ） の 一
部 を 次 の よ う に 改正 す る 。
附 則
こ の 学 則 は ， 平成 2 年 4 月 13 日 か ら 施行 し ， 平 成 2
年 4 月 1 日 か ら 適用 す る 。
第23条 を 次 の よ う に 改 め る 。
（教員 免許状 ）
第23条 教 員 の 免許状授与 の 所要 資 格 を 取得 し よ う と
す る 者 は， 教育職員免許法 （昭和24年法律第 147号 ）
及 び教育職員免許法施行規則 （昭和29年文部 省 令 第
26号 ） に 定 め る 所要 の 単位 を 修得 し な け れ ば な ら な
L 、 。
2 研究科 に お い て 当 該所 要 資 格 を 取得 で き る 教員 の
免許状 の 種 類 は ， 別表第 2 の と お り と す る 。
別表第 2 を 次 の よ う に 改 め る 。
（別添 の と お り ）
A川官円ぺυ




研 究 科 名 専 攻 等 名 免 許 状 の 種 類 免許教科
人文科学研究科 日 本 ． 東 洋 文 化 専 攻 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 社 会
日 本 ・ 東 洋 歴 史 文 化 コ ー ス 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 社 コムZ． 
日 本 ． 東 洋 文 化 専 攻 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 国 き関玄口
国 語 国 文 学 コ ー ス 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 国 宝ロ五c 
日 本 ． 東 洋 文 化 専 攻 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 中 国 語
中 国 語 ・ 中 国 文 学 コ ー ス 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 中 国 語
西 洋 文 イヒ 専 攻 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 社 � 
西 洋 思 想 ・ 歴 史 文 化 コ ー ス 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 社 会
西 洋 文 イヒ 専 攻 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 英 語
英 語 ・ 英 米 文 学 コ ー ス 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 英 ヨ白百告
西 洋 文 化 専 攻 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 ド イ ツ 語
ド イ ツ 語 ・ ド イ ツ 文 学 コ ー ス 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 ド イ ツ 語
理 学 研 究 科 数 寸...，」 専 攻 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 数
ザ,ーu.<． 
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 数 －ムf,... 
物 予;».I.． 攻 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 理 科理 専 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 理 科
化 7-ム，... 専 攻 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 理 科高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 理 科
生 物 A寸以与． 専 攻 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 理 科高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 理 科
地 球 科 Aラ�、． 専 攻 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 理 科高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 理 科
工 学 研 究 科 電 気 工 う,ll己ゐ 専 攻 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 工 業
工 業 イヒ 寸,u.こ£ー． 専 攻 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 工 業
金 属 工 A寸以ー． 専 攻 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 工 業
1幾 械 工 みーテ,... 専 攻 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 工 業
生 産 機 械 工 弓A主己.<. 専 攻 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 工 業
イ七 号Aゑゐ:.. 工 Lぶ弓注t 専 攻 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 工 業
電 子 工 Aヲiー， 専 攻 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 工 業
砂 富 山 大学大学院学則の改正理由
教育職員 免許法 （昭和 24年 法 律 第 1 47号 ） に 基
づ き ， 教員 の 免許状授与 の 所要 資 格 を 得 さ せ る た
め の 課程 と し て認定 さ れ た こ と に 伴 い ， 所要 事 項
を 改 め る 。
＼～ー／／
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富 山 大 学 五 福 地 区 構 内 交 通 規 制 に
関 す る 実 施 要項
富山大学五福地区構内交通規制 に 関す る 実施要項を次の と お り 制定す る 。
平成 2 年 3 月 28 日
富 山 大学五福地区構 内交通規制 に
関 す る 実施要項
（ 目 的 ）
第 1 条 こ の 要項 は， 富 山大学 （以下「本学」 と し 寸 。 ）
の 五福地区構 内 に お け る 車両 の 交通規制 に つ い て 必
要事項 を 定 め ， も っ て構 内 に お け る 歩行者の 安 全 及
び教育研究 の た め の 環境保持 を 図 る こ と を 目 的 と す
る 。
（定 義 ）
第 2 条 こ の 要項 に お い て 「車両」 と は ， 道 路 交 通 法
（昭和35年法律第 105号 ） に 規定 す る 自 動 車 （ 自 動 二
輪 車 を 除 く 。 ） ， 自 動二輪車． 原動機付 自 転 車 及 び
自 転車 を い う 。
2 こ の 要項 に お い て 「部局」 と は， 事務局， 学生部，
各学部， 教養部， 附属図書館， ト リ チ ウ ム 科 学 セ ン
タ ー ， 地域共 同 研 究 セ ン タ ー 及 び保健管理セ ン タ ー
を い う 。
3 こ の 要項 に お い て 「部局長」 と は ， 前項 に 規 定 す
る 部局 の 長 を い う 。
（入構規 制 ）
第 3 条 本学 に 入構 で き る 車両 は ， 次 に 掲 げ る も の に
限 る 。
( 1 )  本学の 教育研究及 び事務上必要 な 車 両
(2) 職 員 の 通勤 及 び学生 の通学上必要 な 車両
(3) 本学 に 用 務 を も っ て 来 学 す る 者 の 車 両 （ 以 下
「学外車」 と い う 。 ）
(4) そ の 他本学が特 に 許可 す る 車両
2 本学 に 用 務 の な い 車両 は， 構 内 を通過 し ， 又 は 駐
車す る こ と が で き な い 。
（道守事項）
第 4 条 本学 の 構 内 を 車両 で通 行 す る 者 は ， 道 路 交 通
関係法令 の 主 旨 を踏 ま え ， 次 に 掲 げ る 事項 を 遵 守 し
な け れ ば な ら な い 。
( 1 )  本学 の 構 内 を通行す る 車両 の 速度 は， 時 速 2 0 キ
ロ メ ー ト ル以下 と し ， 交通安全及 び騒音防止 に 努
め る こ と
(2) 車 両 は ， 図書， 物品等 の 運搬 を 除 い て ， 施 設建
富山大学長 大井信一
物 聞 の 移動 に は原 則 と し て 使用 し な い こ と
(3) 自 動二輪車及 び原動機付 自 転車 は ， 入構地点 か
ら 最寄 り の 専 用 駐車場 に 駐車す る こ と 。
(4) 駐車場 内 の 車両 の移 動 は ， 最徐行 と し ， 事 故 防
止 に 努 め る こ と 。
（ 入構許可証 ）
第 5 条 構 内 に 自 動車 で 入構 し よ う と す る 者 は， あ ら
か じ め 入構許可証 〈以下 「許可証」 と い う 。 ） の 交
付 を 受 け な け れ ば な ら な い 。
2 許可証 の 種類 は， 一般入構許可証， 臨時入構許可
証 及 び 当 日 入構許可証の 3 種類 と し ， 一般入構 許 可
証 の有効期 限 は ， 交 付 の 年 の 年度末 ま で と し ， 臨 時
入 構許可証 の有効期限 は， 交付 の 年 の 年度 内 の 当 該
必要期 間 と し ， 当 日 入構許可証 の 有効 期 限 は ， 交付
の 当 日 限 り と す る 。
3 許可証 の 交付 を 受 け よ う と す る 者 は， 入構許 可 申
請 書 を 所属 の 部局長又 は 関 係 の部局長 に 提 出 し て 交
付 を 受 け る も の と す る 。
4 許可証 の 交付 を 受 け た 者 は ， こ れ を 指定 さ れ た 箇
所 に 表示 し な け れ ば な ら な い 。
5 許可証 の 交付 を 受 け た 者 は ， そ の 許可 証 を 他 人 に
貸与 す る な ど， 不正 に 使用 し で は な ら な い 。
6 許可証の交付 を 受 け た 者 は ， そ の 有効 期 限 が 切 れ
た 場 合 又 は 許可証 の 交付 を 受 け る 資格 を失 っ た 場 合
は， 速 や か に許可証 を 当該部局長 に 返還 し な け れ ば
な ら な い 。
（許可証 の 申 請要件）
第 6 条 次 の 各 号 の い ずれ か に 該 当 す る 者 は， 一 般 人
構許可証の 交 付 を 申 請す る こ と が で き る 。
( 1 )  本 学 の 職員
ア 身 体 の 障害疾病等 に よ り 自 動車 に よ ら な け れ
ば通勤 が困難 な 者
イ 自 動車 に よ る 通勤手当 受給者
(2)  本学の 学生
ア 身体 の 障害疾病等 に よ り 自 動車 に よ ら な け れ
ば通学が困 難 な 者
イ 学部 4 年生又 は大学院生で， 実験 ・ 研究 の た
円。円。
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め 必要 で あ る と 指導教官が認 め た 者で， か っ ，
通学距離 が 2 キ ロ メ ー ト ル以上の者
ウ 経済学部夜間主 コ ー ス の学生で， 自 動車 に よ
ら な け れ ば通学が著 し く 困難 な者
(3) 本学の 福利厚生施設 の職員で， 本学職員 に 準 ず
る 者
ア 本学 の 職員 に 準 じ る
(4) 構 内 に 出 入す る 業者又 は工事関係者で， 関 係 の
部局長 が必要 と 認 め た者
2 次 の 各号 の い ずれ か に 該当 す る 者 は ， 臨 時 入 構 許
可 証 の 交付 を 申 請す る こ と が で き る 。
(1)  職員文 は学生 で ， 教育研究 に 必要 な 図書 ， 物
品等を運搬す る た め に 臨 時 に 自 動車 で 入構 を 必 要
と す る 者
(2) 学生で， 課外活動 の 用 具等 を運 搬す る た め に 臨
時 に 自 動車 で 入構を必要 と す る 者
(3) 職員又 は 学生で， 身 体 の 障害疾病等 に よ り ， 臨
時 に 自 動車 で 入構を必要 と す る 者
(4) 職 員 で ， や む を 得 な い 特 別 の 事 由 に よ り ， 臨 時
に 自 動車 で 入 構 を 必要 と す る 者
(5) 学外者 で ， 本学 に 用 務 の た め， 臨 時 に 自 動 車 で
入 構 を 必要 と す る 者
3 次 の 各号 の い ずれ か に 該 当 す る 者 は ， 当 日 入 構 許
可 証 の 交付 を 申 請す る こ と が で き る 。
(1 )  職員又 は 学生で， 身 体 の 障害疾病等 に よ り ， 当
日 限 り 自 動車 で入構を必要 と す る 者
(2) 職員で， や む を 得 な い 特別 の事 由 に よ り ， 当 日
限 り 自 動車 で 入構 を 必要 と す る 者
(3) 学外者で， 本学に 用 務 の た め ， 当 日 限 り 自 動 車
で 入 構 を 必要 と す る 者
（適用 除 外 ）
第 7 条 次 に 掲 げ る 車両 は ， 第 5 条 の 規定 は適用 し な
し 、 。
( 1 )  公 用 車
(2) 郵便事
(3)  清掃車




第 8 条 車両 は ， 別 に 定 め る 駐停車禁止区域及 び 駐 車
禁止区域 に は ． 駐車及 び停車す る こ と が で き な い 。
2 各部局 の 玄 関 前 は ， 公 用 車， 学外車及 び 図 書 物 品
等 の 運 搬 の た め ， や む を 得 ず一時駐車が必要 な 車 両
報 第317号
を 除 く ほ か ， 駐車す る こ と がで き な い 。
3 車両 は ， 消 火栓， 消 防 用 防火水槽及 び水道 用 パ jレ
ブ ボ ッ ク ス か ら 5 メ ー ト ノレ の 範囲 内 に 駐車す る こ と
が で き な い 。
（駐車場 ）
第 9 条 構 内 の 駐車場 は， 別 に 定 め る 。
（駐車規制）
第 10条 第 5 条第 3 項 の 規定 に よ り 入構 を 許可 さ れ た
自 動車 は， 駐車場以外 に 駐車 し で は な ら な い 。 た だ
し ， 駐車場が満車 の と き は， 第 8 条 に 規定す る 駐 停
車禁止区域等以外の場所 に駐車す る こ と が で き る 。
2 自 動二輪車及 び原動機付 自 転車 は ， 専用 駐 車 場
以外で駐車 し で は な ら な い 。
3 自 転車 は ， 定 め ら れ た 自 転車置場 に 置 く よ う に し
な け れ ば な ら な い 。
（ 臨 時 の 規制 ）
第 1 1条 緊急事態又 は本学の行事等 の た め 必要 な 場 合
は ， こ の 要項 に か か わ ら ず， 学長 は緊急 の 構 内 交 通
規制措置 を と る こ と が で き る 。
（冬期積雪時 の特別対策）
第 12条 冬期積雪時 の 特 別対策 を実施す る た め に ， こ
の 要項 に か か わ ら ず， 学長 は 期 間 を 定 め て必要 な 措
置 を 講 ず る こ と がで き る 。
（交通指導員 ）
第 13条 部局長 は， 交通規制等 を 円 滑 に 実施す る た め，
当 該部局 に所属す る 職員 の う ち か ら 交通指導員 を 若
干 名 委嘱 す る も の と す る 。
（違反車両 に 対す る 措置 ）
第 14条 こ の要項 に 違反 し た 車両 に 対 し て ， 次 に 掲 げ
る 措置 を と る こ と が で き る 。
(1 )  違反を確認 し た と き 及 び違反者が確認で き る と
き は ， 口 頭 で注意す る こ と
(2) 運転者が不在 の 違反車両 に 対 し て は， 違反事項
及 び指示事項 を記載 し た 駐車違反注意書及 び入構
無許可注意書， そ の 他必要 な 警告書等 の 貼付 を す
る こ と
(3) 緊急事態又 は本学の 行事等の た め必要な場合 は，
車 両 の 移動等 を す る こ と
（緊急 自 動車 の 特 例 ）
第 15条 こ の 要項 は， 消防用 自 動車， 緊急用 自 動 車 そ
の 他 の 緊急 自 動車 に つ い て は 適用 し な い 。
（改正 の手続 き ）
第 16条 こ の要項を 改正 し よ う と す る と き は， 富 山 大
学構 内交通対策委員会 （以下 「委員 会 」 と い う 。 ）
円iqu 
；：凶寸ー平成2年5 月 発行
の 議 を 経 る も の と す る 。
（疑義 の 決 定 ）
第 17条 こ の要 項 の 実施 に 関 し て 疑義 の あ る と き は ，
委員会が こ れ を 決定 す る 。
（細 目 ）
第 18条 こ の 要 項 の 実施 に 関 す る 必要 な 手続 き 等 は ，
委 員 会 の 議 を 経 て ， Jjlj に 定 め る も の と す る 。
（事 務 ）
第 四条 こ の 要 項 の 実施 に 関 す る 事務 は， 経理 部 主 計
課 に お い て 処理す る 。
附 Jllj
1 こ の 要項 は， 平成 2 年 4 月 1 日 か ら 実施す る 。 た
だ い 職員及 び平成元年度 以 前 の 入 学生 の 自 動 車 に
よ る 入構許可 に つ い て は ， 平成 2 年 9 月 初日 ま で は，
報 第317号
従 前 の 例 に よ る 。
2 富 山 大学構 内 交通規制 に 関 す る 暫定要項 （昭和 53
年 2 月 17 日 制定） 及 び富 山大学構内 交通規制 に 関 す
る 暫定実施細 目 （昭和53年 3 月 31 日 制 定 ） は ， 廃 止
す る 。
砂 富 山 大学構内 交通規制 に 関 す る 実施要項 の制定理由
五福構 内 に お け る 歩行者の安全及 び教育研究 の
た め の 環境保持 を 図 る た め ， 「五福構 内 の 交 通 規
制 に つ い て 」 （昭和63年 3 月 15 日 付 け 富 山 大 学 構
内 交通対策委員会委員長答 申 ） を 受 け ， 現 行 暫 定
要項 の前面的見直 し を 行 い ， 所要事項を定 め る 。
富 山 大 学 五 福 地 区 構 内 交 通 規 制 に
関 す る 実 施 細 目
富山大学五福地区構内交通規制に関す る 実施細 目 を次の と お り 制定す る 。
平成 2 年 3 月 28 日
富 山 大学五福地 区構 内 交通規制
に 関 す る 実施細 目
（主 旨 ）
第 1 条 こ の 細 目 は， 富 山大学五福地区構 内交通 規 制
に 関す る 実施要項 （以下 「要項J と い う 。 ） 第 18条
の 規定 に 基 づ き ， 構 内 に お け る 交通規制 の実施 に 関
し ， 必要 な 事項 を 定 め る も の と す る 。
（入構規制 ）
第 2 条 富 山 大学 （以下 「本学」 と い う 。 ） に 入 構 す
る 車両 を規 制す る た め ， 正門及 び そ の 他 の 門 に お い
て， 入構許可証 の 確認等 の 必要 な 措置 を 講 ず る も の
と す る 。
（入構許可証 ）
第 3 条 要項第 5 条第 2 項 に 規定す る 入構許可証 の 様
式 は ， 次 の と お り と す る 。
(1)  一般入構許可証 （職員 用 ）
(2) 一般入構許可証 （学生用 ）
(3) 一般入構許可証 （学外者用 ）
(4) 臨時入構許可証
(5) 当 日 入構許可証







の様式 は ， 次の と お り と す る 。
(1)  一般入構許可 申請書 （職員 ・ 学生用 ）
別紙様式第 6 号
(2) 一般入構許可 申 請書 （学外者用 ）
別紙様式第 7 号
(3) 臨時入構許可 申請書 （職員 ・ 学生 用 ）
別紙様式第 8 号
(4) 臨時入構許可 申請書 （学外者用 ）
別紙様式第 9 号
別 紙様式第 10号(5) 当 日 入構許可 申請書
（入構許可 申 請 書 の 提 出 先 ）
第 5 条 要項第 5 条第 3 項 に 規定す る 入構許可 申 請 書
の 提 出 先 は ， 別表 に 掲 げ る と お り と す る 。
（ 自 動車入構許可台 帳 ）
第 6 条 部 局 長 は ， 自 動車入構許可 台帳 （ 別 紙 様 式
第 1 1号） を 備 え な け れ ば な ら な い 。
2 部局長 は ， 要項第 5 条第 3 項 の 規定 に よ り 入 構 許
可 申 請書 を 受理 し た と き は ， 記載事項等を確認の上，
前項の 自 動車入構許可台 帳 に 所要事項 を記載 し ， 入
構許可証 を交付す る も の と す る 。
〈駐停車禁止区域等 ）
no n4U 
平成2年 5 月 発行 ........ 千
及 び駐車禁止 区域 は， 別図（ 1 ） に 示 す と お り と す る 。
（駐車場 ）
第 8 条 要項第 9 条 に 規定す る 駐車場 は， 別図（2） に 示
す と お り と す る 。
（臨時の 規 制 ）
第 9 条 要項第 11条 に 規定す る 臨 時 の 構内交通規制は，
地震， 火 災 等 の 災 害発生時， 大学祭， 入学試験実施
日 そ の 他学長が認 め た と き に 行 う も の と す る 。
（冬期積雪時 の 特別対策）
第 10条 要項第 12条 に 規定 す る 冬期積雪時 の 特 別 対 策
は， 委員会の議を経て， 学長 が 定 め る も の と す る 。
（交通指 導 員 ）
第 11条 要項第 13条 に 規定 す る 交通指導員 （ 以 下 「指
導 員 」 と い う 。 ） は， 次 の 職 員 を も っ て 充 て る 。
(1） 各学部及 び教養部 の 教官 各 2 名
(2) 事務局， 学生部， 各学部， 教養部及 び 附 属 図 書
館 の 事務系職員 各 2 名
別 表
報 第 317号
2 指 導 員 の 任期 は， 2 年 と し ， 再任 を 妨 げ な い 。 た
だ し ， 補欠 の指導員 の 任期 は， 前任者 の 残任期 間 と
す る 。
3 指導員 は， 次 に 掲 げ る 任務を 行 う も の と す る 。
(1 )  別図（1）及 び（2） で 示 す 各部局担 当地域内 の交通 に
関す る 指導及 び実態調 査 に 関す る こ と 。
(2) 要項第 14条第 1 号及 び第 2 号 に 規 定 す る 措 置 を
講 ず る こ と 。
(3) そ の 他本学の交通規制 に 関 し ， 必要 な 措 置 を 講
ず る こ と 。
（注意書）
第四条 要項第 14条第 2 号 に規定す る 注意書の様式は，
次 の と お り と す る 。





こ の 細 目 は， 平成 2 年 4 月 1 日 か ら 実施す る 。
区 分 申 E青 書 提 出 先
職 員 各部局 の 庶務係文 は 総務 係 。 た だ し ， 工学部 に あ っ て は 用 度 係
�ι － 生 学務係 。 た だ し ， 経済学部及 び教養部 に あ っ て は 学生係
福 利 厚 生 施 設 職 員 厚生課厚生 寮務係
弓A以L． 工 事 関 係 業 者 施設課 企 画 係
外 物 品 関 係 業 者 経理課用 度係
者 福 利 厚 生 施 設 関 係 業 者 厚生課厚生寮務係
※ た だ し ， 当 日 入構許可 申請書 に つ い て は， 正門 の 門衛 に 提 出 し ， 当 日 入構許可証の交付 を 受 け る も の と す る 。
惨 富 山 大学構 内 交通規制 に 関 す る 実施細 目 の
制定理由
現行暫定要項 の 全面的見直 し が行 わ れ， 新 た に
構 内 交通規制 に 関 す る 実施要項が定 め ら れ た こ と
に 伴 い， 所要事項 を 定 め る 。
Qu n‘u 
平成 2 年 5 月 発行






山長入 一 削 許月大構 年 で学可昨 証
申 請 車 両
登 録 番 号 氏 名
連 t告 先 所 属 等T E L  
（注） 規格 B 6 判
（裏面）
有 効 期 限 平成 年 月 固 ま で 3午 可 番 号。 車 両 番 号
注 意 事 項
1 . 本許可証 は， 大学構 内 に 入構及 び駐車す る 際， 運転席前面 の 位 置 で 外部 か ら 識別 で き る よ う に 表示 す る こ と 。
2 . 駐停車禁止区域内及 び駐車禁止区域で は ， 駐停車及 び駐車 し な い こ と 。
3 . 本許可証 は， 他 人 に 貸 し た り 譲 っ た り 絶対 し な い こ と 。
4 . 構 内 の 道 路標識及 び表示 に 従 い 安全運転に 努 め る こ と 。
5 . 有効期限 が経過 し た と き ， 退職 し た と き ， 又 は車 を 使用 し な く な っ た と き は ， 直 ち に 入構許可 証 を 部局 長 に 返
還す る こ と 。
6 . 記載事項 に変更 の あ る と き は ， 部局長 に 届 け る こ と 。
7 . 駐車 中 に 盗難又 は 事故等 に よ り 損害が生 じ て も ， 大学 は， 一切 そ の責任 は 負 わ な い 。
富 山 大 学
備 考
1 .  0 印 欄 は ， 年度を算用 数字 で記入す る 。
2 . 有効期 限 は， 当 該年度末 日 を 記入す る 。
3 . 年 度 ご と に 色別 す る 。
4 . 許可番号欄 は， 許可証 を交付す る 部局 （以下 「交付部局」 と い う 。 ） を 表示 す る 文字 と 整理番号 を 組 み 合 わ
せ て記入す る 。
交付部局 を 表示す る 文字
交 付 部 局 文 字 ヲJセ<.. 付 部 局 文 チ� 
事 務 局 及 び 学 生 部 本 教 養 部 養
人 文 子ム凶� 部 人 附 属 図 書 自官 図
教 育 A子，...」 部 教 ト リ チ ウ ム 科 学 セ ン タ ー ト
経 済 寸，.，....ニ・ 部 経 地 域 共 同 研 究 セ ン タ ー 士也
理 弓ム't 部 理 保 健 管 理 セ ン タ ー 保
工 号，，，...与． 部 工 福 手lj 厚 生 B包 設 福
-40 -
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別紙様式第 2 号 ［学生用 ］
.，.，.－－ー、、、
申 請 車 両
登 録 番 号
連 絡 先
（注） 規格 B 6 判
（裏面）




平成 年（〉 車 両 番 号
品寸同・ 報 第317号
許可番号
i士＝日ョ司 山 大 －ザuー‘ 
入 4毒 E午 可 証
平成 年 月 日 ま で
氏 名
所 属 等
月 日 ま で 許 可 番 号
注 意 事 項
1 . 本許可証 は ， 大学構 内 に 入構及 び駐車す る 際， 運転席前面 の 位置 で 外部か ら 識別 で き る よ う に 表示す る こ と 。
2 . 駐停車禁止 区域 内 及 び駐車禁止区域で は， 駐停車及 び駐車 し な い こ と 。
3 . 本許可証 は ， 他人 に 貸 し た り 譲 っ た り 絶対 し な い こ と 。
4 . 構 内 の 道路標識及 び標示 に 従 い安全運転 に 努 め る こ と 。
5 . 有効期 限が経過 し た と き ， 卒業， 退学等に よ り 学籍 を 離 れ た と き ， 文 は 車 を 使 用 し な く な っ た と き は ， 直 ち に
入構許可証 を 部 局 長 に 返還 す る こ と 。
6 . 記載事項 に 変更 の あ る と き は ， 部局 長 に 届 け る こ と 。
7 . 駐車中 に盗難又 は 事故等 に よ り 損害 が生 じ て も ， 大学 は， 一 切 そ の責任 は 負 わ な い 。
備 考
1 .  0 印 欄 は ， 年度を算用数字で記入 す る 。
2 . 有効期限 は， 当 該年度末 日 を 記入す る 。
3 . 年度 ご と に 色別 す る 。
富 山 大 学
4 . 許可番号 欄 は ， 許可証 を 交 付 す る 部局 （以下 「交付部局 」 と い う 。 ） を表示す る 文字 と 整理番号 を 組 み 合 わ
せ て 記入す る 。
交付部局 を 表示す る 文字
ヲJ『<.. 付 部 局 文 字 ヲλ畠で 付 部 局 文 字
人 文 ぶ一手且． 部 人 理 �以� 部 理
教 育 寸A主L£． 部 教 工 号ム以与． 部 工
車至 済 � 部 経 教 養 部 養
- 41ー
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説 得4 n ，  
有効期限 平成 年 で
学可昨 証
月
申 請 車 両 区 分登 録 番 号
連 車各 先 T E L  会 社 名 等
（注） 規格 B 6 判
（裏面）
有 効 期 限 平成 年 月 日 ま で 5午 可 番 号
車 両 番 号
区 分
注 意 事 項
1 . 本許可証 は， 大学構 内 に 入構及び駐車す る 際， 運転席前面 の 位置で外部 か ら 識別 で き る よ う に 表示す る こ と 。
2 . 駐停車禁止区域内及 び駐車禁止区域 で は ， 駐停車及 び駐車 し な い こ と 。
3 . 本許可証 は ， 他 人 に 貸 し た り 譲 っ た り 絶対 し な い こ と 。
4 . 構 内 の 道路標識及 び表示 に 従 い 安全運転 に 努 め る こ と 。
5 . 有効期限 が経過 し た と き ， 直 ち に 入構許可証を交付 し た 部局長 （以下 「発行者」 と い う 。 ） に 返還 す る こ と 。
6 . 記載事項 に変更 の あ る と き は ， 発行者 に 届 け る こ と 。
7 . 駐車 中 に 盗難 又 は 事故等 に よ り 損害 が生 じ て も ， 大学 は， 一切 そ の 責任 は 負 わ な い 。
富 山 大 ...，.，」寸一
備 考
1 .  0 印 欄 は ， 年 度 を 算用 数字で記入す る 。
2 . 有効期 限 は ， 当 該年度末 日 を記入す る 。
3 . 年度 ご と に 色別 （赤線入） と す る 。
4 . 区分欄 は ， 別表 「学外者」 に 該 当 す る 業種 を 記入す る 。
円ιA川苛


















申 請 車 両
登 録 番 号 氏 名
連 主包 先 所 属 等T E L  
（ 注 ） 規格 B 6 半lj
（裏面）
有 効 期 限 平 成 年 月 日 ま で E午 可 番 号
車 両 番 号
注 意 事 項
1 . 本許可証 は， 大学構 内 に 入構 及 び駐車す る 際， 運転席前面 の 位 置 で 外部 か ら 識別 で き る よ う に 表示す る こ と 。
2 . 駐停車禁止区域内及 び駐車禁止区域で は， 駐停車及 び駐車 し な い こ と 。
3 . 本許可証 は， 他人 に 貸 し た り 譲 っ た り 絶対 し な い こ と 。
4 . 構 内 の道路標識及 び標示 に 従 い 安全運転 に 努 め る こ と 。
5 . 有効期限が経過 し た と き ， 又 は主主 を 使 用 し な く な っ た と き は ， 直 ち に 入構許可証 を部局長に返還す る こ と 。
6 . 記載事項 に 変更 の あ る と き は ， 部局長 に 届 け る こ と 。
7 . 駐車 中 に 盗難又 は 事故等 に よ り 損害が生 じ て も ， 大学 は ， 一切 そ の 責任 は 負 わ な い 。











本 日 限 り 平成 年 月 日 時ま で
車 両 氏 名
登 録 番 号 会 社 名 等
用 務 先 部局， 研究室， 部課係名
（連 絡 先）
注 意 事 項
1 . 本許可証 は ， 大学構 内 に 駐車 す る 際， 運転席前面 の位置で外部 か ら 識別 で き る よ う 表示す る こ と 。
2 . 駐停車禁止 区 域 内 及 び駐車禁止 区域で は ， 駐停車及 び駐車 し な い こ と 。
3 . 出構す る 際 は ， 本証 を 門衛 に 返還 す る こ と 。
4 . 構 内 の道路標識及 び標示 に 従 い 安全運転 に 努 め る こ と 。
5 . 駐車 中 に 盗難又 は 事故等 に よ り 損害 が生 じ て も ， 大学 は， 一切 そ の 責任 は 負 わ な い 。
富 山 大 学
円JAH官
平成 2 年 5 月 発行 ム比十 第317号
Jjlj紙僧式第 6号
確 認 印
一般入総許可申請書 （職員 ・ 学生用〉
平成 年 月 円
（部局長〉 殿
所属学部 ，学科学年
又Ii学部 ， 部， S軍
現 住 所
氏 名 （�� 
下記の車両 を 、 構内に入備し たいので、 許可 く だ さ る よ う 申 請 し ま すω
記
J . 入情 し よ う と す る理由
2 期 間 平成 年 月 日 ー 平成 年 月 n 
3 .車 名




l!ll低級式第 8 号 同一
臨時入自陣貯可申詩書 く職員 ・ 学生用〉
平成 年 月 n
〈部局長〉 殿
所属学部．学科．学年
又Ii学部 ． 部 ， ＝＝
現 住 所
氏 名 ⑩ 
下記の車両 を 、 機内に 入 構 し たいので、 許可 く だ さ る よ う 申請 し ま j ,
記
l . 入構 し よ う と す る理由
2 期 間 平成 年 月 日 ～ 平成 年 月 H








社 名 文 は 商 号
代 表 者 氏 名
電 話 番 号
平成 年 月 日
⑨ 
I . 入構 し よ う と 昔 る理由
下記の 車両 を 、 機内に 入備したいので、 許可 く だ さ る よ う 申 精 し ま す．
記
2 . 期 間 平成 年 月 日 ～ 平成 年 月 日







社 名 又 は 商 号
代 表 者 氏 名
電 話 番 君
日］
平成 年 月 日
＠ 
l 入摘 し よ う と す る理由
F記の 車 両 を 、 情内に入構 し たいので、 許可 く だ さ る よ う 申 請 し ま す．
記
2 期 間 平成 年 月 日 一 平成 年 月 日
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別紙様式第 10号
許可番号
当 日 入 構 許 可 申 請 書
（部局 長 〉 殿
申 請年 月 日 平 成 年 月 日 時 ま で
申 請 車 両 申 請 者
登 録 番 号 （所属 等 ）
用 務 先
（連絡先）
入 構 し ょ 確




( 2 枚複写 ）
別紙様式第 11号
自 動 車 入 構 許 可 台 帳
許可年月 日 許可番号 所 属 氏 名 車種 ・ 車両番号 備 考
Fhu a斗4
平成2 年 5 月 発行
平［子 幸良 第317号
別紙械式第 1 2 号
n�主 ；司壬 五主主 E之 £ニ主 主 主主工
あ な た の 車 は 、 富 山 大学五福 地 区 構 内 交通規制 に 関 す る 実施要項 に
違反 し て い ま す の で 、 直 ち に こ の 場所か ら 移動 し て く だ さ い。
省主 LI-1 メζ ±戸
別紙様式第 1 3 号
ノ＇－ ＊持 手 H€ 言午 百I 註三 ：邑丈 謹F
あ な た の 車 は 、 富 山 大学五福地区構内交通規fl;lj に 関す る 実施要項 に
定め ら れ た 入 構 許 可証を表示 し て い な い の で 、 直 ち に 学外へ退去 し て
く だ さ し 、。




笠� 1卦 �凶 空軍 童話 凶
-!::l 凶 皆 宗
祖＊ -:l I 矧
悟 縦 棒 邸
玄 i止 事時 保 田








�＂＇＇ !!{ �＼ i翠
斗w� 凶揖 宝 章苦言星空 知
胃 袋 I ］ 世i' 昭
事 iBト 喬 自
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広三$三耳三車ご淳之＝
j毎 外 渡 航 者
�に本�ご�本1コ�む 2 .  4 .  1 
渡航 の 種 類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
2 .  3 .  1 
外 国 出 張 人文 学 部 助 教 授 北村 純 一 ド イ ツ 連邦共 和 国 ド イ ツ ・ パ ラ ー デ 史 の 研 究 2 . 12. 31 
14m 鏡 に よ る 星間分子 共 同 研 2 .  3 .  12 理 学 部 助 手 大 石 雅 寿 ア メ リ カ 合 衆 国 究 に 関 す る 打合 せ 2 .  3 .  22 
占 領 期 ド イ ツ の 政 治 過 程 2 .  3 .  20 





お け る 運 動 一 3 .  1 .  19 
ソ ビ エ ト 文影
化 に 対 す る ペ レ ス 2 .  3 .  23 海外研 修 旅 行 人 文 学 部 教 授 藤井 一 行 ソ ビ エ ト 連 邦 ト ロ 視イ カ の 響 に つ い て の 調
査， 察 2 .  4 .  7 
附属中学 エ ジ プ ト ， ギ リ シ
共






連， 合フ 王ラ 国ン ス を 訪 ね ， 教育研究 資 料 を 収 集 2 .  4 .  8 































ト 2 .  3 .  13 
理 学 部 助 手 小松美 英 子 合衆国 2 .  7 .  12 





て の 国際研究集 会 に 席 及 び 2 .  3 .  24 
工 学 部 助 教 授 坂井 純一 ア メ リ カ 合 衆 国 太陽 フ レ ア に お け る 流 の フ








リ ピ ン の 活火 山 に 関 す 火る
2 .  3 .  15 
















せ 2 .  3 .  23 
米国社会問題理論 の 研究及 び 2 .  3 .  17 ，， 助 教 授 中河 伸 俊 ア メ リ カ 合 衆 国 資料収集 2 .  4 .  8 
2 .  5 .  1 





















間S化合物ポ 2 .  4 .  14 外 国 出 張 工 学 部 助 教 授 松木 賢 司 ア メ リ カ 合 衆 国
に の
シ
収ン 集 2 .  4 .  29 



























出 2 .  4 .  14 
























2 .  4 .  23 
海 外研修 旅 行 教育学部 教 授 永野 弘 中 華 人 民 共 和 国
























ネ） 2 .  4 .  25 経済学部 /I 武井 勲 ア メ リ カ 合 衆 国
年次総 2 .  5 .  9 
レ ー ザ ー を 用 い た 近赤外 及 び 2 .  4 .  5 理 学 部 助 教 授 松 島 房和 ア メ リ カ 合 衆 国 遠赤外域分 光 の 研究 3 .  4 .  4 
大韓民国， オ ー ス 研究連絡及 び 変 成岩 の 片 麻 状 2 .  4 .  26 ，， 助 手 大 藤 茂 構造の成因 に 関す る 研究ト ラ リ ア 3 .  3 .  2 
円同uaH2 
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職 員 の 言ト 報
工学部 坂井徹助教授逝去
工学部助教授坂井徹先生が， 平成 2 年 3 月 30 日 富 山
県立中央病院で死去 さ れ ま し た 。
享年48才
坂井先生 は， 昭和40年 3 月 富山大学文理学部理学科 を
卒業後， 民 間 会 社 を 経 て ， 昭和41年 4 月 本学 工 学 部 教
務職員， 昭和42年 4 月 間助手， 昭和55年1 2 月 間 助 教 授
に 就任 さ れ， 教育 ・ 研 究 に 従事 さ れ ま し た 。
先生 は ， 人格 円 満 で 識見 も 高 く ， 卓 越 し た 教 育 者 ，
研究者 と し て ， 昭和41年 4 月 工学部に 奉職以来 24年 間
の 永 き に わ た り ， 終始， 真筆 な 姿勢で学部学生 ・ 大 学
院生の教育 ・ 指導 に 当 た ら れ， 多 数 の 有 為 な 高 度 技 術
者 ・ 研究者 の 育 成 に 大 き く 貢献 さ れ ま し た 。
先生 の専門分野 は ， 反応工学 （気液接触反応 過 程 の
速度解析， フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス 合成工程， 泡 沫 分 離
法 に よ る 有害成分除去） で 「通気撹祥槽 に お け る 懸 濁
触媒 に よ る 気一液接触反 応 の 物質移動抵抗， 化 学 工 学
論文集， 3 ,624 ( 1977) J 他 多 数 の 論 文 を 発 表 さ れ ， 学
会及 び関係者か ら 高 く 評価 さ れ て い ま し た 。
工学部 は， 平成元年度及 び 2 年 度 の 両年度 に わ た り
学科改組 を 行 い ， 科学 ・ 技術 ・ 生産 の著 し い 進歩 と 発
展 に 対 応 し た教育 ・ 研究体制 の 構築 の 緒 に つ い た と こ
ろ で あ り ， 今後工学部 の 発 展 に 大 き く 寄与 さ れ る と 期
待 さ れ て い た 有 能 な 先 生 を 失 っ た こ と は 誠 に残念で な
り ま せ ん 。








庶 務 課 長 湯 津 芳 雄
経 理 課 長 小 川 泰





事務補佐員 川 沸j 智 美
（経理雛与係）
事務補佐員 川 口 菜穂子
（経理課用度係）
人 文 学 部
教 授 富 田 正 弘
（ 日 本史学）
nu 声hu
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助 教 授 油 谷 幸 利 文 部 技 官 片 山 好 孝
（朝鮮語 ・ （理科教室 ）
朝鮮文学 ）
講 師 根 津 由 喜夫 事 務補佐員 岸 豊 美
（西洋史学） （附属学校
第二係 ）
講 師 前 川 要 臨時用 務員 細 井 昭 一
（考古学 ） （会計係 ）
人文学部 ・ 理学部
庶 務 係 長 伊 野 不二夫 附 属 小 学 校
教 諭 瀬 戸
（社 会 ）
健
用 度 主 任 奥 野 芳 明 教 諭 平 井 久美子（音 楽 ）
文部事務官 長谷川 美 憲
（学務係 ）
養 護 教 諭 山 口 由 美子
附属 中 学 校
教 育 学 部
学 務 係 長 高 巴 欣 市
教 頭 杉 村 修
教 諭 浦 上 紀 子
附 属 学 校 林 清 治 （ 家 庭 ）第 一 係 長
附 属 養護 学校
教 諭 梅 津 功
文部事務官 野 田 好 人
（庶務係 ）
経 済 学 部
文部事務官 演 屋 良 正 教 授 伊 藤 格 夫
（学務係 ） （経営学 ）
1i zu 




手 飯 野 正 幸教 授 中 島 信 之
（管理科 学 ） （管理科学）
教 授 藤 森 英 男 学 生 係 長 佐 伯 光 雄
（比較経済論）
助 教 授 水 谷 内 徹 也
（経営管理論） 教 務 主 任 相 漆 伸 彰
助 教 授 浅 見 克 彦
（理論経済学）
工 学 部
助 教 授 岩 崎 政 明 教 授 西 塚 典 正
（基礎法 〉 （知識情報工学）
助 教 授 酒 井 富 夫
（政策科学） 教




助 教 授 安 村
（基礎 法 〉
勉
助 手 二 神
（基礎｛静匹学）
透
講 師 鈴 木 基 史
（経営学 ） 助 手 吉 田 正 道
（輸送現象 ）
講 師 垣 田 直 樹
（応用経済学） 文部事務官 上 田 美 好
（庶務係 ）
助 手 白 石 俊 輔
事務補佐員 安 田 京 子
（管理科学 ） （有1紅業化学 ・
錦繍工学）
事務補佐員 藤 村 正 子
（金属加工学 ・
助 手 般 若 裕 子 基礎情報工学）
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師 中 村 雅 之
（ 中 国語学）
教 養 部
助 教 授 ム ラ デ ィ ア ン ・ メ ア リ ー ・ ア ン
（英 語 ）
人文学部 ・ 理学部
文部事務官 舟 崎 浩 之
（庶務係 ）
講 師 鳥 海 清 司 教 育 学 部
文部事務官 絹 石 達 也（保健体育 ）
庶 務 係 長 谷 口 和 則
教務補佐員 荒 井 恵美子
（化 学〉
経 済 学 部
助 教 授 唐 津




文部事務官 寺 尾 清 志
（学術情報係）
講 師 西 村 秀 －
Cc!i$�e:) 
事務補佐員 吉 田 公 美
（ 閲 覧係 ）
工 学 部
講 師 品 川 不二夫
（ 金属材料学）
附属図書館
事務補佐員 絹 石 世志子
（閲覧係）
《 住所変更》
人 文 学 部
助 教 授 字 野 隆 夫
（考古学 ） 《改 姓》
附属 図書館
事務補佐員 絹 石 世志子 （旧姓 石黒）
円4UFhu 
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知 っ て い る よ う で， 意外 と 知 ら れ て い な い 郵便 に 関
す る あ れ こ れ， 知 る と 知 ら な い で は 大 き な 違 い で す 。
手軽 な ゅ う パ ッ ク （郵便小包） の 利 用 や国際化 時 代 に
対応 し た E M S  （国際 ビ ジ ネ ス 郵便 ） な ど郵便 事 情 も
時 の 流 れ に 応 じ て 変 わ っ て き て い ま す 。
お 得 な 郵便 情 報 を 今 回 か ら シ リ ー ズ で 紹 介 し ま す 。
本学か ら 出 さ れ る 毎 日 の た く さ ん の 郵便物 の 経 費 の 節
減 に つ な が れ ば幸 い で す 。
／国 内 郵 便ノ
⑨郵便 で 送 る こ と の で き る 大 き さ ・ 重 さ
例 え ば大 き さ で は ， 定形 サ イ ズ を 覚 え て お く と 便 利
で す 。 長 さ が 14～23.5cm ， 幅 が 9 ～ 1 2cm ， 厚 さ が 1 cm 
ま で 。 本学の長形 4 号， 長形 3 号 の 封筒 が こ れ に 当 た
り ま す 。 一方， 重 さ は ， 定 形 な ら 25 g ま で 62 円 ， 50 g 
ま で72 円 で す が， 定 形外 で す と 50 g ま で が 120円 と な
り ま す 。 で す か ら ， 罫紙が10枚程度 で あ れ ば， 定 形 で
送 る と お 得 で す 。
【郵便物の重量 ・ 大きさの制限 〕
区 }Jtl 重 量
大 き 寺、．． 
最 大 最
・第一種 ①円筒形かこれに似た形のもの
郵通 直 物常一. , 





・第四種 1 kgま で a （長さ） =60cm 
（通信教育の一部、 a + b + c =90cm 
圏 内 盲人用点字等 3 kgまで） （斜線内 は定形の最大） ＠①以外のもの郵便物 .o も／%7ス1 2kgまで ・特例
書郵籍便小 包物 I 3 kg まで た〉ー＼↓J 《a ;
上記の制限よ り 小さなものでも B cm 
長さ＞ = l m × l 2cm以上の耐久力のある厚紙又は
b + c = l . 5m 布製のあて名札を付ければ送れます。
郵便窓口取扱時間
耀「一一一一一理局 集 配 普 通 郵 便 局 そ の 他 の 郵 便 局 沖 縄 県 の 場 合 コ
月 曜 日 ～ 金 曜 日J 午前 日 時～午後 7 時 午前 日 時～午後 5 時 午前 日 時30分～午後 4 時30分
土 曜 日 午前 日 時～午後 3 時 取 り 扱わない 集配郵便局／午前 日 時30分～正午（一部の郵便局は午後 5 跨 ま で。） その他の郵便局／取 り 銀わない
日ー 曜 ー 日 ・祝 、 日ミ 午前 9 時～午後 日 時30分 取 り 損わない 取 り 扱わない（一部の郵便局に 限 り ます。）
・ 一宮Eの無集配郵便局では、 土曜日 も 、 取 り 扱い ま す。
・ 連休の場合の祝（休） 日 は、 集配郵便局において、 午前 9 時か ら午後 O 時却分 ま で取 り 扱い ま す。
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通常郵便物の料金
穫 類 内 巳重句ヨ国r 重 • 料 金
定 影 郵 便 物
25 g ま で 62円
50 g ま で 72円
50 g ま で 1 20円
l OO g ま で 1 75円
250 g ま で 250円
定 育2 外 郵 便 物
500 g まで 360円
l kgまで 670円
第 一 種 2 kgまで 930円
（封書） 3 kgま で 1 .1 30円
4 kgま で 1 .340円
ミ ニ レ タ ー （郵 便 書 簡） 51 円
定 形
25 g ま で 51 円 （ 4 1 円 ）
市 内 特 別 郵 便 物 50 g ま で 62円 （ 46円）
（ ） 内 は、 同時に1 000週以上、 50 g ま で 1 03 円 （ 72円）
町丁目区分等を条件と して差
し出されるものの特別料金 定 形 外 l OO g まで 1 44 円 （ 1 03円）
250g ま で 206円 (144円）
一 通 常 I� ガF き 41 円篇 一 種 往 復 I� が 阜、ー 82円｛はがき｝
包 f� が き 41 円
下記以外の第三種郵便物 50g ま で 41 円 （ 1 5円）
（ ） 内は、 心身障害者団体の発行する ものの 50 g を超え、 l kgま で 5円滑
篇 一ー一 種 料金 50g ま で ご と に (5円泊）
｛留可を受けた定期刊行物・ 開封｝ 毎月 3 回以上発行の新聞紙で、 発行人又は売 50g ま で 26円 （ 8円）
り さ ばき人が差 し出すその一部又は 1 日分 50 g を超え、 l kgまで 3円泊
｛ ）内l志、心身筒害者団体の発行するものα熔｝金 50g までご と に (3円相）
l OO g ま で 1 2円
通 信 教 育 の た め の も の l OO g を超え、 1 kg (3kg) 1 0円増までlOO g ま で ご と に
盲人用点字、 盲人用録音物、 盲人周点字用紙 3 kgまで 無料
50 g ま で 51 円
鰐 四 種
l OO g ま で 1 03円
｛開封｝ 麗 産 種 菌
l OO g を超え、 1 kgまで 51 円泊l OO g ま で ご と に
刊 行 物
1 00 g ま で 31 円す合叫ー 術
（郵政大臣の指定する もの） l OO g を超え、 1 kgま で 21 円纏l OO g まで ご と に
・ 定形郵便物 と は、 第一4語E便物の う ち、 次の条件 を備え た も の を
い い ま す。 に れを超え る と定形外郵便物 と な り ま す J
1 . 長さ カ＇1 4～23. Scm、 幅が9 - 1 2cm、 j享 さ が 1 cm ま での も の9
2 . 重さ カ'50 ー ま での も のc
3 . 封筒の あ て名 を 記載す る 部分（憲小限は長辺 S cm、 生忘互4 . 5cm
を標準と し ま す。） ＇こ は、 あ て 先 と 一般に手紙の表面に妃載す
る 習慣の文字 （親展、 至急な ど） 以外を記鼓 し て い ない も の。
4 . あて名の全部又は一部 を カ ナ活字で記議す る 場合の活字の大
き さ は、 0 . 24 x 0 . 1 54cm以上てあ り 、 かつ、 住所、 氏名 な どは、
分かち書き す る か、 ア ン ダー ラ イ ン を引 く な ど し て読みやす
く し fこ も の。
・ 市内特別郵便物 と は、 定形、 定形タ十長前更物で次の条件を備えた も
の を いい ま す。
1 . 差 し 出 し の郵便局の受持自己主区域内 に あ て た も の。
2 . 大 き さ が長 さ 34cm、 f福Z4cmを超え な い もの。
3 . 置 さ が2日 q ま での も の。
4 . 同 じ 差出人が、 形状、 重 さ 、 取扱いの同 じ も の を一度に100通
比人上差 し 出す もの。
5 . 市内特別郵便物の取狙い を す る 郵便局に定め ら れた表示 を し
て 差 し 出 す も の。
・ 第四種（通信教育） 欄は、 法令に基づき 監督斤の認可又は認定 を受
け て 通信教育 を行 う 学校又は法人 と 受講者 と の問で発受さ れる も
の に 限 り ま す。 ま た、 （ ） 内は、 教科用の図書等 を内容と す る も
のの重量の最大限です。
・ 盲人用 録音物、 盲人用点字用紙は、 郵政大臣の指定す る施設か ら 差
し 出 し 、 又は こ れ ら の施設に あ て て 差 し 出 さ れ る も の に限 り ま すa
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一 安全は 任せず 頼 ら ず 自 分 か ら
1 1 
各 省庁， 各機関が災 害 の 絶 滅 を 期 す た め に 安 全 管 理 に 関
す る 施策 の 充実， 安 全 意 識 の 高 揚 及 び安 全 活 動 の 定 着 を 図
り ， 職 員 の 安 全 を確保す る こ と に よ っ て， 公務能率 の 向 上 に
資 す る こ と を 目 的 と し て 行 う も の で あ る 。
（会全週間尚一〉
1 . 交通安全 に 対 す る 意識 の高揚
2 . 庁 舎 内 外 の 整理， 整 と ん
3 . 危険設備， 危険物， 機械設備等 の点検整備




0 平成 2 年 度 における 「さわやか行政サー ビス運動」 の推進 について
政府の 「 さ わ や か行政サ ー ビ ス 推進協議会」 で は ， 昭和63年度以来 「国民 の 立場 に 立 っ た 親切 な 行政」 ， 「真
心の こ も っ た 行政」 の 実現 に 向 け ， 「 さ わ やか行政 サ ー ビ ス 運動」 を展開 し て お り ま す 。
さ わ や か行 政 サ ー ビ ス の 観点
「 わ か り や す い 行政 サ ー ビ ス 」
「迅速 な 行政 サ ー ビ ス 」
「便利 な 行政 サ ー ビ ス J
「清潔 な 行政 サ ー ビ ス 」
「丁寧 な 行政 サ ー ビ ス 」
「安全 に 配 慮 し た行政サ ー ビ ス 」
「人間性 に 配慮 し た 行 政 サ ー ビ ス 」
本学 に お い て も ， 標記運動 の 趣 旨 を 踏 ま え て ， 上記行政 サ ー ビ ス に合致す る 業務， 部 門 に あ っ て は ， さ わ や か
行政 と な る よ う 十分配慮 し て， 一層の 改善 に 努 め ら れ る よ う 御協 力 く だ さ い 。
0 平成 2 年 度卒業予定者 に係る就職協定期日等 について
こ の た び， 文部省高等教育局長 か ら ． 次 の と お り ， 就職協定期 日 及 び求人票等 の 扱 い に つ い て通知があ り ま し た 。
0 就職協定期 日 （就職協定協議会 に お い て 決定）
企業等 の説明及 び 個 別訪問開始 8 月 20 日 開
採用 内 定開始 10月 1 日 （月）
0求人票等の扱 い （就職問題懇談会 に お い て 申 合 せ ）
求 人 申 込 み の 受理 6 月 1 日 幽以 降
求 人 内 容 の 提示 8 月 1 自 体）以降
こ れ ら の 決定及 び 申 合 せ は， 大学等卒業予定者の就職 に 係 る 秩序 の 確立 を 図 る と い う 趣 旨 か ら 定 め ら れ
た も の で あ り ， 教職員 ・ 学生 に お か れ て は ， こ の 趣 旨 を十分理解 さ れ， 就職協定期 日 等 を遵守 す る よ う お
願 い し ま す 。
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平 成 2 年 度 富 山 大 学 入 学 者 数
（ 学 部 ）
学 科 ・ 課 程 募 集
入 子ム以． 者 内 訳 外 国 人学部 人 員 入学者数 留 学 生男 女 県 内 県 外
人 人 文 ，子山... 科 95 95 39 56 36( 29) 59( 27) 
文 雪回五c 悼ーテ皐． 文 ザA主ゐー 科 95 96 22 74 45( 40) 51( 34) 弓＂＂＂ニ． 
部 計 190 191 61 130 81( 69) 1 10( 6 1 )  
小 学 校 教 員 養 成 謀 程 100 100 25 75 71 (  58) 29( 17) 
教 中 学 校 教 員 養 成 課 程 50 50 15 35 28( 23) 22( 12) 
育 養 護学 校 教 員 養 成 課 程 20 20 5 15 1 1 (  9) 9( 6) 
弓ム以h． 幼 稚 園 教 員 養 成 課 程 30 30 1 29 14( 14) 16( 15) 
部 情 報 教 育 課 程 40 40 1 1  29 15( 14) 25( 15) 
計 240 240 57 183 139(118) 101( 65) 
経 済 学 科 144 144 124 20 53( 12) 91( 8) 3( 1 )  
経 昼 間 主 経 営 学 科 124 124 90 34 49( 20) 75( 14) 6( 1 )  
コ ー ス 経 営 法 学 科 102 102 86 16 28( 10) 74( 6) 1 (0) 
済 計 370 370 300 70 130( 42) 240( 28) 10(2) 
ふ子主ゐ 経 済 学 科 20 21  12 9 12( 5) 9( 4)  
夜 間 主 経 営 学 科 20 20 13 7 15( 5) 5( 2) 
部 コ ー ス 経 営 法 学 科 20 20 10 10 15( 10) 5( 0) 
計 60 61  35 26 42( 20) 19( 6 )  
数 A子＂＇！： 科 43 53 37 16 14( 6) 39( 10) 
理 物 理 学 手ヰ 47 47 41 6 14( 3) 33( 3)  
化 ふヲ注4与ヤ 科 43 43 16 27 21(  16) 22( 1 1 )  
弓"'t 生 物 A寸込Zー予 科 35 35 20 15 8( 4) 27( 1 1 )  
部 地 球 科 λ弓込�与 科 32 32 20 12 5( 4) 27( 8) 
計 200 210 134 76 62( 33) 148( 43) 
電 子 情 報 工 学 科 132 132 126 6 40( 0) 92( 6) 8(0) 
工 機 械 シ ス テ ム 工 学 科 37( 0) 64( 0) 2(0) 101 101 101 。
� ん 物 質 工 ザ
，，.，.与 科 83 86 78 8 23( 1 )  63( 7)  1 ( 1 )  
部 化 学 生 物 工 学 科 86 86
 69 17 29( 9) 57( 8) 
計 402 405 374 31 129( 10) 276( 21) 1 1 ( 1 )  
A 口 計 1 462 1 ,477 961 516 583(292) 894(224) 21 (3) 
（注） （ ） 内 は女子で内数で あ る 。 入学者の県内 ・ 県外別の数 は 出身高校等所在地で あ る 。
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（ 大 学 院 ）
募 集 入 う点以己， 者 内 訳 外 国 人
続器ヰ 専 攻 人 員






日 本 ・ 東 洋 文 化 専 攻 5 3 1 2 2( 2 )  1 (  0 )  3 ( 1 )  
西 洋 文 化 専 攻 5 3 。 3 1 (  1 )  2 (  2) 
言十 10 6 5 3( 3)  3( 2) 3( 1 )  
数 出弓主一． 専 攻 8 1 。 1 0( 0)  1(  1 )  
理 物 理 Aーナ4 専 攻 8 8 8 。 3( 0)  5( 0)  
A弓ふん:. 
化 弓,u.二4 専 攻 10 9 7 2 6( 2)  3( 0)  
研 物 2( 0) 2( 0) ’プ7守L苧 生 悼弓ん一 専 攻 8 4 4 。
科 地 球 科 学 専 攻 8 8 8 。 1( 0) 7(  0)  
言十 42 30 27 3 12( 2 )  18( 1 )  
電 気 工 学 専 攻 10 11 11 。 4( 0 )  7( 0)  3(1 )  
工 工 業 化 学 専 攻 10 
15 15 。 5( 0) 10( 0)  
$ 金 属 工 学 専 攻
8 10 10 。 7( 0)  3( 0)  l (O) 
機 械 工 学 専 攻 10 5 5 。 2( 0) 3( 0)  l(O)  
研 生 産 機 械 工 学 専 攻 8 5 5 。 2( 0)  3(  0) 
ワブセ1... 
化 学 工 学 専 攻 8 8 7 1 4( 1 )  4( 0)  
キヰ 電 子 工 学 専 攻 8 12 12 。 4( 0) 8( 0) 
計 62 66 65 1 28( 1 )  38( 0 )  5 ( 1 )  
メE当コ、 計 114 102 93 9 43( 6) 59( 3) 8(2) 
（注） （ ） 内 は女子で内数で あ る 。
（ 専 攻 科 ）
募 集 入 A号't 者 内 訳
専 攻 科 人 員
入学者数 男 女 県 内 県 外
教 育 専 攻 キヰ 5 3 。 3 3 。
経 済 主弓u一， 専 攻 科 10 2 1 1 1 
計 15 5 4 4 
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主 要 行 事
湾�
本 部
3 月 1 日 第 5 回 国際交流委員会留学生部会
2 B 第 4 回放射性同位元素総合実験室運営委員
A = 
第75回構 内 交通対策委員会
4 ～ 5 日 平成 2 年度富 山大学入学試験
5 日 文部省人事関係事務処理状況調査
7 日 部課長会議
8 日 第 7 目 黒 田 講堂管理運営検討委員会
9 日 第 4 回 国際交流委員会
婦人科検 診
12 日 第76回構 内交通対策委員会
15日 退職者懇談会
第 8 目黒 田 講堂管理運営検討委員会




第 2 回 廃液処理施設運営委員会 （持ち 回 り ）
20 日 合格者発表
22 日 事務協議会
23 日 職員特別定期健康診 断
23～27 日 理学部物理学科第 2 次募集入学願書受付
24 日 平成元年度卒業式
名 誉 教授 と の 懇談会
24～27 日 入学手続
27 日 文 部省永年勤続者表彰
離任式
28 日 第 9 回黒 田 講堂管理運営検討委員会




30～31 日 追加 合格入学手続
31 日 帳簿 ・ 金庫検査
理学部物理学科第 2 次募集合格者発表
4 月 4 日 平成 2 年度第 l 目 黒 田 講堂管理運営検討 委
員 会
4 ～ 5 日 理学部物理理学科第 2 次募集入学手続
9 日 部課長会議
事務協議会
10日 平成 2 年度入学式
新入生オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
1 1 日 第 1 回 会計係長会議
第 l 団体育部会
新入生健康診断
12 日 第 1 回 補導協議会
新入生オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
13 日 第 1 回大学院委員会
第 1 回評議会
第 1 回部局長懇談会
16 日 第 1 回学寮補導委員会
17 日 庶務係長会議
富 山 県 留学生等交流推進会議運営委員会幹
事会
18 日 定期健康診 断 （工学部 3 , 4 年生 ）
20 日 平成 2 年第 4 回 公開講座委員会
平成 2 年度一般設備及 び営繕関係要求説明
（文部省）
平成 2 年度厚生補導関係事業説明 （文部省）
第 1 回授業料等減免選考委員 会
23 日 第 1 回放射性同 位元素総合実験室運営委員
止h:z:;ζ 
第 1 回職業補導担 当者会議
24 日 第 1 回低温液化室運営委員会
平成 2 年度東海北陸地 区国立大学等施設部
課長会議 （於 ： 名 古屋大学 ）
第 l 回入学試験管理委員会 ・ 第 l 回 入学者
選抜方法研究委員会 の 合 同 委員会
25 日 定期健康診断 （教養部 2 年生 ）
26 日 富 山大学名 誉教授称号記授与式
26～27 日 第76回 東海 ・ 北陸地区国立学校等 会 計 系 部
課長会議 （於 ： 岡 崎国立共同 研究機構 ）
3 月 8 日 事務連絡会
9 日 編入学 （学士） 試験
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12 日 係長会議 19日 教授会
学部将来計画委員会 附属 中学校卒業式
真率会送別会 （於 ： 県職員 会 館 ） 20 日 附属 中学校修業式
14 日 学部教務委員会 23 日 附属小学校修業式
人事教授会 附属養護学校修業式
教授会 附属 小学校体育館落成式
人文科学研究科委員会 4 月 4 日 附属 小学校第一学期始業式
19 日 教授会 5 日 学部教務委員会
20 日 学部入学者選抜方法検討委員会 学部補導委員会
23 日 係長会議 学部教務 ・ 補導合同委員会
24 日 学部卒業証書． 大学院学位記授与式 及 び 卒 教授会
業祝賀 会 （於 ： 県民会館〉 附属小学校入学式
27 日 係長会議 6 日 附属中学校第一学期始業式
4 月 3 日 事務連絡会 7 日 附属 中 学校 入学式
9 日 学部教務委員会 附属養護学校第一学期始業式
教授会 附属 幼稚園第一学期始業式
人事教授会 9 日 附属養護 学校入学式
学部補導委員会 11 日 新入生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 及 び健康診断
10日 大学院人文科学研究科新入生 オ リ エ ン テ ー 人事教授会
シ ョ ン 附属 幼稚園入学式
1 1 日 新入生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ・ 健康診断 附属学校国連絡会
13日 前学期授業開始 1 2 日 情報教育課程運営委員会
17日 事務連絡会 18日 学部予算委員会
学部職業補導委員会 学部教務委員会
18日 学部図書委員会 24日 情報教育課程運営委員会
学部将来計画委員会 25 日 学部予算委 員会
25 日 教授会 学部教務委員 会
人事教授会 26 日 学部入学者選披方法検討委員会
紀要委員会 学部 カ リ キ ュ ラ ム 委員会
27 日 学部補導委員会 学部 自 然観察実習 セ ン タ ー 委員会
27 日 学部補導委員会
3 月 6 日 情報教育課程運営委員会
経 済 学 部 ｜
7 日 人事教授会 3 月 2 日 係長会議
9 日 情報教育課程運営委員会 9 日 私費外国人留学生入学試験選考委員会
13～ 19 日 ス キ ー E 実習 （於 ： 志賀高原発晴ス キ ー場） 12日 学部施設整備委員会




附 属 養護学校卒業式 教授会
1 5 日 附属 幼稚園卒業式 15日 係長会議
1 6 日 附属 小学校卒業式 18日 学部入学方法検討委員会
17 日 附 属 幼稚園修業式 19 日 学部教務委員会 （持 ち 回 り ）
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教授会 理学研究科委員会
26 日 経営短期大学部教授会 （持 ち 回 り ） 学部補導委員会 （持 ち 回 り ）
4 月 2 日 学部補導委員会 （持 ち 回 り ） 1 1 日 新入生オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ・ 健康診断
3 日 学部将来構想検討委員会 13 日 前学期授業開始
5 日 学部教務委員会 17日 事務連絡会
人事教授会 大学院構想懇談会
教授会 20 日 入試改善委員会
6 日 「夜間主 コ ー ス 」 専門教育課程移行 オ リ エ 23 日 学科主任会議
ン テ ー シ ョ ン 24 臼 学部補導委員会 （持 ち 回 り ）
9 日 「昼 ・ 夜間主 コ ー ス 」 前学期授業開始
10日 「夜間主 コ ー ス 」 新入生 オ リ エ ン テ ー シ ョ 工 A守L‘ー・
ン
1 1 日 「昼間主 コ ー ス 」 新入生オ リ エ ン テ ー シ ョ 3 月 2 日 選考委員会
ン 係長連絡会
「昼 ・ 夜間主 コ ー ス 」 新入生健康診断 5 日 学部補導委員会
係長会議 8 日 事故対策委員会
16 日 学部教務委員会 （持 ち 回 り ） 9 日 専任教授会
17 日 学部将来構想検討委員会 14 日 教授会
18 日 教授会 工学研究科委員会
25 日 学部補導委員会 18 日 当初合格者数検討会
夜間主 コ ー ス 運営委員会 19 日 教授会
26 日 退職者懇談会
理 学 4 月 4 日 係長連絡会
5 日 学部教務委員会
3 月 8 日 事務連絡会 学部入学試験検討委員会
9 日 15大学理学部長． 事務長会議打合せ 6 日 教授会
12日 係長会議 工学研究科委員会
13 日 15大学理学部長， 事務長会議打合 せ 専任教授会
14 日 教授会 9 日 北陸信越工業教育協会富山県支部幹事会
理学研究科委員会 1 1 日 学部 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
人事教授会 新入生健康診断
16 日 学科主任会議 12 日 学部補導委員会
19 8 教授会 博士課程設置準備委員会
23 日 係長会議 学科主任会議
23～27 日 物理学科定員一部留保第 2 次募集願書受付 13 日 前学期授業開始
25 日 学部卒業証書並 び に大学院学位記授与式 係長連絡会
（於 ： 理学部10番教室 ） 16 日 係長連絡会
27 日 係長会議 18 日 選考委員会
30 日 教授会 学部新学科運営検討委員会
31 日 物理学科定員一部留保第 2 次募集合格者 学部生健康診断
発表 25 日 学科主任会議
4 月 3 日 事務連絡会 博士課程設置準備委員会
5 日 入試改善委員会 26 日 学部補導委員会
6 日 教授会
人事教授会
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3 月 1 日 補導委員会
6 日 教務委員会
7 日 教授会
12～17 日 ス キ ー実習
14 日 将来計画委員会




10 日 教養部 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
1 1 日 前学期授業開始






｜ 附 属 図 書 館 ｜
3 月 5 日 係長事務打 合 せ 会





18 日 係長事務打 合せ会
24～25 日 第41回北信越地区国立大学図書館協議会
（於 ： 福井大学）
27 沼 富 山県図書館協会代議員会
（於 ： 富 山 県民会館）
附属図書館商議会
地域共同 研究 セ ン タ ー ｜
3 月 12 日 神戸大学関係者視察
22 日 大阪府立大学関係者視察
30 日 京都工芸繊維大学関係者視察
保健管理 セ ン タ ー ｜
3 月 4 日 平成 2 年 度入学者選抜健康診断 （再診断）
9 8  婦人科検診





定期健康診断 （工学部 3 , 4 年生， 大 学 院
生）
定期健康診断 （教養部 2 年生）
編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷所 あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富 山 市住吉町 1 丁 目 5- 18
電 話 （ 24 ) 1 7 5 5 開
